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Musashi Province as Described in the Manyoshu:
Poetry Composed by People in Eastern Japan (Azumauta), and 
Poetry by Coastal Guards, and Their Wives (Sakimorinouta)

Tomoko　Karasudani

Abstract
In the ancient Nara period, present day Setagaya-ward, Tokyo, was part 

of Musashi province. The author reviews its historical background using 
work done by previous researchers, and considers surviving ancient relics in 
today’s Setagaya. The county name Seta appears in the Wamyoruijusho 
(Japan’s oldest dictionary of Chinese characters edited in the Heian period). 
In addition, there is evidence in the Nihon Shoki (Chronicles of Japan 
compiled in the Nara period) and in the Shoku Nihongi (Second of the six 
classical Japanese history texts in the Heian period) that nearly 1,800 
Korean people, including a few nuns and priests from areas then called 
Kudara, Shiragi and Kokuri, naturalized in Musashi. Though the 
distribution is not certain, we can surmise that those people played a role in 
the development of the culture of Eastern Japan. In the Azumauta, collected 
in Musashi province, the rhetorical technique called jokotoba is prevalent. 
The preface words, or jokotoba, in eight of the nine poems begin with place 
names. This suggests that the poetry is inextricably related to the natural 
features or scenes of the province. In two Musashi poems in the Manyoshu 
the flower ukera (Atractylodes japonica) appears. The uncontrollable emotion 
of love is symbolized by this plain edible plant that was used as a medical 
herb at the time. The exclusive characteristic of Sakimorinouta in Musashi 
province is that they include elegies by the wives of coastal guards. Six out 
of the twelve poems are of this type. In the poetry of the region, the dialects 
of the east are recorded. For example in a poem by a husband in Ebara-
county, “house” is transcribed ihe while in a poem by a wife it is iha. The 
distribution of dialects in the Manyoshu suggests that there was a phonetical 
borderline between the west and east in Musashi province during this period. 
Thus the regional characteristics and place names are historically inherited.

Key words: �Azumauta （東歌）, Sakimorinouta （防人歌）, Manyoshu （万葉集）, 
Musashi province （武蔵国）, Setagaya （世田谷）

古代武蔵国と世田谷区周辺概略図（網かけ部分が世田谷区）
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は
じ
め
に

古
代
の
世
田
谷
に
関
す
る
資
料
は
限
ら
れ
、『
新
修
世
田
谷
区
史
上
巻1
』
や
、『
万

葉
の
歌
―
人
と
風
土
―
　

13
　
関
東
南
部2
』
に
す
で
に
記
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
筆
者
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
ま
ず
現
在
の
世
田
谷
に
関
係
す
る
可

能
性
の
あ
る
資
料
に
あ
た
り
、
第
一
節
を
記
述
し
た
。
第
二
節
で
は
武
蔵
国
の
東
歌
、

第
三
節
で
は
武
蔵
国
の
防
人
歌
を
も
と
に
、
万
葉
人
の
生
活
や
心
情
、
歌
の
発
想
や
古

代
人
の
思
惟
に
つ
い
て
記
し
た
。
筆
者
の
筆
力
の
及
ぶ
範
囲
で
武
蔵
国
、
古
代
の
世
田

谷
に
関
わ
る
幾
ば
く
か
の
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

一
　
上
代
文
献
に
み
る
武
蔵
・
中
央
と
武
蔵
の
関
係

世
田
谷
は
武
蔵
国
に
入
る
。
古
代
の
武
蔵
は
、
東
京
都
と
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
川
崎

市
、
横
浜
市
に
及
ぶ
。
万
葉
の
時
代
に
は
東
山
道
所
属
の
国
だ
っ
た
。
東
歌
に
二
首

「
牟
射
志
野
」
と
い
う
仮
名
書
の
例
が
あ
り
（
14
・
三
三
七
六
、
三
三
七
九
）、
国
名
も
ム

ザ
シ
と
訓
む
。『
日
本
書
紀ａ
』
安
閑
天
皇
元
年
（
五
三
四
）
の
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事

が
あ
る
。

武む
ざ

蔵し
の

国く
に
の

造
み
や
つ
こ

笠か
さ

原は
ら
の

直あ
た

使ひ
お

主み

と
同
族
の
小を

杵き

と
、
国
造
を
相
争
ひ
て
、
使
主
・
小
杵
は
皆
名
な

り
。
年
を
経
て
決
め
難
し
。
小
杵
、
性
ひ
と
と
な

阻り
さ
がし
く
し
て
逆
ふ
る
こ
と
有
り
。
心
高
び
て
順ま
つ
ろふ

こ
と
無
し
。
密ひ
そ
かに
就ゆ

き
て
、
援た
す
けを
上か
み

毛つ
け

野の
の

君き
み

小を

熊く
ま

に
求
め
て
、
使
主
を
殺
さ
む
と
謀
る
。

使
主
、
覚さ
と

り
て
走に

げ
出
で
、
京み
や
こに
詣ま
ゐ

で
て
、
状
あ
る
か
た
ちを
言ま
を

す
。
朝み
か
ど庭
、
臨つ
み
さ
だ断
め
た
ま
ひ
て
、

使
主
を
以
ち
て
国
造
と
し
て
、
小
杵
を
誅こ
ろ

す
。
国
造
使
主
、
悚
か
し
こ
まり
憙よ
ろ
こぶ
る
こ
と
、
懐こ
こ
ろに
交み

ち
て
、
黙
し
已
む
こ
と
能
は
ず
。
謹
み
て
国み
か
ど家
の
為
に
、
横よ
こ

渟ぬ

・
橘た
ち

花ば
な

・
多お
ほ

氷ひ

・
倉く
ら

樔す

、

四よ

処と
こ
ろの
屯み
や
け倉
を
置
き
奉
る
。

笠
原
は
『
倭
名
類
聚
抄ｂ
』（
以
下
倭
名
抄
と
す
る
）
に
「
武
藏
國
ｘ
玉
郡
笠
原
」
と
あ

る
。
埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原
付
近
と
さ
れ
、
行
田
市
の
埼
玉
古
墳
群
を
笠
原
直
に
関
係
づ

け
る
説
も
あ
る
。
大
和
朝
廷
の
裁
断
に
よ
っ
て
武
蔵
国
造
の
地
位
を
巡
る
同
族
の
争
い

に
勝
利
し
た
使
主
が
献
上
し
た
屯
倉
、
横
渟
は
倭
名
抄
に
み
え
る
「
武
藏
國
橫
見
郡
」

の
地
（
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
一
帯
）
か
と
い
わ
れ
る
。
橘
花
は
倭
名
抄
に
み
え
る
「
武

藏
國
橘
樹
郡
」
の
地
、
郷
名
に
「
御
宅
美
也
介

」
が
あ
る
。
神
奈
川
県
東
部
、
川
崎
市
と

横
浜
市
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
に
あ
た
る
。
多
氷
は
『
書
紀
集
解3
』
に
倭
名
抄
の
「
武
藏
國

久
良
郡
大
井
於
保
井

」
郷
に
あ
て
る
説
、『
日
本
書
紀
通
證4
』
に
、
武
蔵
国
多
磨
郡
か
と

す
る
説
が
あ
る
。
通
証
の
多
磨
郡
説
を
採
れ
ば
、「
多
氷
」
は
多
磨
郡
と
中
野
・
杉

並
・
世
田
谷
な
ど
の
区
の
西
側
の
一
部
に
及
ぶ
。
倉
樔
は
倭
名
抄
に
「
武
藏
國
久
良

郡
」
と
あ
り
、「
久
良
」
に
「
久
良
岐
」
の
訓
が
あ
る
。「
樔
」
を
「
樹
」
の
誤
り
と
し
、

倉
樔
郡
を
「
久
良
郡
」
に
あ
て
る
説
が
あ
る
。
久
良
郡
は
武
蔵
国
の
南
部
で
、
横
浜
市

の
中
部
・
南
部
に
あ
た
る
。
安
閑
紀
に
よ
れ
ば
多
摩
川
流
域
の
地
に
大
和
朝
廷
の
直
轄

地
が
置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大國魂神社前に置かれた国分寺の礎石

国分寺の礎石
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武
蔵
国
は
、
久
良
・
都
筑
・
多
磨
・

橘
樹
・
荏
原
・
豊
島
・
足
立
・
新
座
・

入
間
・
高
麗
・
比
企
・
横
見
・
埼
玉
・

大
里
・
男
衾
・
幡
羅
・
榛
沢
・
那
珂
・

児
玉
・
賀
美
・
秩
父
の
二
十
一
郡
を
有

し
た
大
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
世
田

谷
地
方
は
、
多
磨
郡
（
多
麻
郡
）
の
勢

多
郷
と
荏
原
郡
の
覚
志
郷
に
擬
定
さ
れ

て
い
る
。
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
十
月

己
卯
条
（
続
日
本
紀
　
巻
第
三
十
一
）
の
太

政
官
奏
で
は
、
武
蔵
国
は
東
山
道
か
ら

東
海
道
に
属
す
る
国
と
な
っ
た
。
武
蔵

国
府
は
府
中
に
置
か
れ
た
。
今
の
大
國

魂
神
社
の
あ
た
り
で
あ
る
。
延
喜
式
巻

二
十
八
　
兵
部
省
に
は
、「
武
藏
國
驛

馬
店
屋
。
小
高
。
大
井
。

豊ト

嶋シ
マ

各
十
疋
。

傳
馬
都ツ

築ツ
キ

。
橘タ
チ

樹ハ
ナ

。
荏ヱ

原ハ
ラ

。

豊
嶋
郡
各
五
疋
。

」

と
あ
る
。
店
屋
・
小
高
・
大
井
・
豊
島

駅
が
置
か
れ
、
交
通
が
整
備
さ
れ
た
。

乗あ
ま

瀦ぬ
ま

駅
（
延
喜
式
に
は
記
載
が
な
い
）
は
、

豊
島
駅
と
武
蔵
国
府
と
を
結
ぶ
支
路
の

駅
で
、
杉
並
区
天
沼
あ
た
り
と
さ
れ
る
。

店
屋
駅
は
相
模
国
府
に
通
じ
て
い
た
。

〈武蔵国略図『國史大辭典　第 13 巻』1992 年 4 月　598 頁〉
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話
で
あ
る
。
中
巻
第
九
縁
は
武
蔵
国
多
磨
郡
の
大
領
大
伴
赤
麻
呂
が
自
ら
建
立
し
た
寺

の
財
物
を
借
用
し
た
ま
ま
死
ん
で
牛
に
生
ま
れ
変
わ
り
負
債
を
償
う
化
牛
説
話
で
、
郡

司
層
の
仏
教
へ
の
関
わ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
下
巻
第
七
縁
は
、
武
蔵
国
多
磨
郡
小
河

郷
の
正
六
位
上
大
真
山
継
が
観
音
の
霊
験
に
よ
り
罪
を
免
れ
、
多
磨
郡
の
少
領
に
任
じ

ら
れ
る
話
で
あ
る
。

『
先
代
舊
事
本
紀ｄ
』
巻
第
十
「
国
造
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
国
に
は
、
无
邪
志
国

造
・
胸
刺
国
造
・
知
々
夫
国
造
の
三
国
造
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
无
邪
志
国
は
埼

玉
県
大
宮
を
中
心
と
し
た
荒
川
流
域
を
、
胸
刺
国
は
多
摩
川
流
域
を
さ
す
。
そ
れ
ぞ
れ

北
武
蔵
と
南
武
蔵
、
秩
父
郡
地
方
に
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
武
紀
十
三
年
（
六
八
四
）
の
条ｅ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
化
の
改
新
後
の
武
蔵
国
は
、
そ
の
国
府
を
多
磨
郡
小
野
郷
に
置
く
。
倭
名
抄
　
巻

五
　
國
郡
部
に
は
「
武
藏
國
國
府
在
多
磨
郡
」「
多
磨
太
婆
國
府
」
と
あ
る
。
武
蔵
国
府
跡
は

「
府
中
市
の
南
端
を
流
れ
る
多
摩
川
左
岸
の
立
川
段
丘
上
か
ら
沖
積
微
高
地
上
に
立
地

し
、
そ
の
関
連
遺
跡
群
も
含
め
た
範
囲
は
、
東
西
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
最
大

一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ5
」
と
さ
れ
る
。
現
在
の
府
中
市
に
あ
る
大
國
魂
神
社

（
府
中
市
宮
町
）
東
側
一
帯
の
京き
ょ

所う
ず

地
区
に
国
衙
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
国
府
の
北
方
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
に
国
分
寺
も
あ
っ
た
。
現
在
の
最
勝
院
国
分
寺
は
史
跡
地
の
北

（
国
分
寺
市
西
元
町
）
に
あ
る
。

『
日
本
霊
異
記ｃ
』
に
は
多
磨
郡
の
説
話
が
三
話
あ
る
。
中
巻
第
三
縁
は
武
蔵
国
多
麻

郡
鴨
の
里
の
住
人
吉
志
火
麻
呂
が
大
伴
某
人
に
指
名
さ
れ
て
筑
紫
の
防
人
に
三
年
赴
く

五
月
の
辛
亥
の
朔
つ
き
た
ちに
し
て
甲
子
に
、
化ま
ゐ
け来
る
百
済
の
僧
尼
と

俗し
ろ
き
ぬ人
の
男
女
、幷
せ
て
二
十
三
人
、
皆
武
蔵
国
に
安は

置べ

ら
し
む
。

戊
寅
に
、
三み

輪わ
の

引ひ
け

田た
の

君き
み

難な
に

波は

麻ま

呂ろ

を
大
使
と
し
、
桑
く
は
は

原ら
の

連む
ら
じ

人ひ
と

足た
り

を
小
使
と
し
て
、
高こ

麗ま

に
遣
す
。

前
者
は
百
済
の
渡
来
人
を
武
蔵
国
に
置
い
た
記
事
で
あ
る
。

後
者
は
、
朝
鮮
半
島
の
不
穏
な
情
勢
を
示
す
記
事
で
あ
る
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
の
頭
注
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
る
。「
新
羅
王
に
よ
っ
て
封
冊
さ
れ
た
「
高
句
麗

王
」
安
勝
は
神
文
王
三
年
（
六
八
三
）
十
月
に
新
羅
の
都
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
、
金
馬
渚
へ
の
帰
国
は
認
め
ら
れ
ず
、
新
羅

は
領
域
内
の
「
高
句
麗
」
の
消
滅
を
は
か
っ
て
お
り
、
翌
年

十
一
月
に
は
再
興
高
句
麗
の
地
は
新
羅
の
金
馬
郡
と
な
る
。

今
回
の
遣
高
麗
使
は
内
乱
勃
発
目
前
の
騒
然
た
る
金
馬
渚
訪

大國魂神社

武蔵國　最勝院国分寺
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こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
百
済
や
新
羅
の
僧
尼
や
渡
来
人
を
武
蔵
国
に
居
住
さ
せ
、
開
発
に

あ
た
ら
せ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
世
田
谷
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
不
明
で
あ

る
。
律
令
制
下
の
国
郡
郷
を
示
す
倭
名
抄
　
武
藏
國
に
よ
れ
ば
「
多
磨
郡
　
小
川
乎
加
波

　

川
口
加
波
久
知
　
小
楊
乎
也
木

　
小
野
乎乃
　
新
田
尒
布
多

　
小
島
乎
之
萬

　
海
田
安
萬
多

　
石
津
伊
之
都

　
狛

江
古
乃
江

　
勢
多
」（
平
安
時
代
末
期
写
の
高
山
寺
本
で
は
「
狛
江
古
万
江

」
ｂ

）
と
あ
り
、
多
磨
郡

に
は
十
の
郷
が
存
し
た
。
狛
江
の
地
名
は
現
在
も
残
り
、
狛
江
郷
の
由
来
は
渡
来
系
の

人
々
が
多
数
居
住
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
高
麗
人
の
居
所
「
高
麗
居
」
に
由

来
す
る
と
す
る
説
が
あ
り
、
現
狛
江
市
駒
井
が
遺
称
地
と
さ
れ
る6
。
一
九
五
一
年
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
狛
江
市
亀
塚
古
墳
（
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頭
）
か
ら
出
土
し
た
金

銅
製
毛
彫
飾
金
具
三
枚
に
は
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
人
物
・
ペ
ガ
サ
ス
・
竜
と
そ
れ
ぞ
れ

に
唐
草
文
の
毛
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
構
図
や
筆
致
が
高
句
麗
古
墳
の
壁
画
に

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狛
江
地
域
と
渡
来
人
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
て
い
る7
。
天

平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
は
国
分
寺
建
立
の
詔
が
出
さ
れ
る
。
武
蔵
国
国
分
寺
域
か
ら

は
「
狛
」
の
逆
字
を
押
印
し
た
文
字
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、「「
狛
」
と
あ
る
の
は
狛
江

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
分
寺
の
建
立
に
狛
江
郷
も
協
力
し
た
と
い
う
証
拠
で
あ
る8
」、

「「
多
」「
多
麻
」「
玉
」「
狛
」「
狛
江
」
と
い
う
文
字
瓦
は
多
磨
郡
や
狛
江
郷
か
ら
寄
進

さ
れ
た
瓦
で
あ
り
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る9
」
な
ど
の
指
摘
や
、「
同
〔
狛
江
〕
郷
に
含

ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
現
調
布
市
入い
り

間ま
ち

町ょ
う

城し
ろ

山や
ま

遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
墨
書
土
器
銘
「
高
大

寺
」
は
高
麗
大
寺
の
略
と
み
ら
れ
、
入
植
し
た
渡
来
系
の
人
た
ち
が
寺
院
を
建
立
し
て

い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る10
」
と
い
う
言
及
な
ど
か
ら
、
世
田
谷
の
地
と
渡
来
人
は
関
わ

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
武
蔵
国
と
深
い
繋
が
り
を
も
つ
人
物
と
し
て
福
信
が
い
る
。
以

下
『
続
日
本
紀
』
桓
武
天
皇
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
十
月
の
記
事ｈ
を
あ
げ
る
。

乙
酉
、
散さ
ん

位ゐ

従
三
位
高
倉
朝
臣
福ふ
く

信し
ん

薨こ
う

し
ぬ
。
福
信
は
武
蔵
国
高
麗
郡
の
人
な
り
。
本
の

問
と
な
り
、
新
羅
軍
に
よ
る
高
句
麗
覆
滅
後
の
帰
国
と
な
っ
た
」。
天
武
紀
十
四
年

（
六
八
五
）
九
月
条ｅ
に
、「
癸
亥
に
、
高こ

麗ま
の

国く
に

に
遣
せ
る
使つ
か
ひ人
等
還か
へ

れ
り
。」
と
あ
り
、

「
庚
午
に
、
化
来
る
高
麗
人
等
に
、
禄も
の

賜
ふ
こ
と

各
お
の
も
お
の
も

差し
な

有
り
。」
と
記
さ
れ
る
。
六

八
四
年
に
国
を
滅
ぼ
さ
れ
た
高
句
麗
人
の
中
に
は
、
日
本
へ
の
亡
命
を
試
み
、
遣
使
に

従
っ
て
来
朝
し
た
者
も
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
持
統
紀
元
年
（
六
八
七
）
四
月

条ｅ
と
四
年
（
六
九
〇
）
二
月
条ｅ
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

夏
四
月
の
甲
午
の
朔
に
し
て
癸
卯
に
、
筑つ
く

紫し
の

大お
ほ
み
こ
と
も
ち
宰
、
投
化
せ
る
新
羅
の
僧
尼
と
百は
く

姓せ
い

男
女 

二
十
二
人
を
献
る
。
武
蔵
国
に
居は
べ

ら
し
め
、
賦た
た
ま田
ひ
受か
て
た
ま稟
ひ
、
生な
り
は
ひ業
を
安
か
ら
し
め
た
ま
ふ
。

壬
申
に
、
帰ま
ゐ
お
も
ぶ化け
る
新
羅
の
韓か
ん

奈な

末ま

許こ

満ま
ん

等ら

十
二
人
を
以
ち
て
、
武
蔵
国
に
居は
べ

ら
し
む
。

以
下
、
武
蔵
国
と
渡
来
人
の
関
わ
り
を
示
す
記
事
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
高

麗
郡
・
新
羅
郡
の
設
置
が
渡
来
人
の
居
住
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
元
正
天
皇
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
五
月
の
条ｆ

辛
卯
、
駿
河
・
甲
斐
・
相
模
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
下
野
の
七
国
の
高
麗
人
千
七
百
九

十
九
人
を
以
て
、
武む
ざ
し蔵
国
に
遷
し
、
高
麗
郡
を
置
く
。

『
続
日
本
紀
』
聖
武
天
皇
天
平
五
年
（
七
三
三
）
六
月
の
条ｆ

六
月
丁
酉
、（
中
略
）
武
蔵
国
埼さ
き

玉た
ま

郡
新し
ら

羅き
の

人ひ
と

徳と
こ

師し

ら
男
女
五
十
三
人
を
、
請こ
ひ

に
依
り
て
金こ
む

の
姓
と
す
。

『
続
日
本
紀
』
淳
仁
天
皇
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
の
条ｇ

癸
亥
、
帰ま
ゐ
お
も
む化
き
し
新
羅
の
僧
卅
二
人
、
尼
二
人
、
男
を
の
こ

十
九
人
、
女
め
の
こ

廿
一
人
を
武
蔵
国
の
閑

地
に
移
す
。
是
に
始
め
て
新し
ら
き羅
郡
を
置
く
。
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姓
は
肖せ
う

奈な

。
そ
の
祖お
や

福ふ
く

徳と
く

、
唐た
う

将し
や

李う
り

勣せ
き

、
平
へ
い
じ
や
う
じ
や
う

壌
城
を
抜
く
に
属あ
た

り
て
、
国み
く
に家
に
来ま

う帰
き
て
、

武
蔵
の
人
と
為
り
き
。
福
信
は
即
ち
福
徳
の
孫う
ま
ごな
り
。
小と
し
わ
か年
く
し
て
伯を

父じ

肖
奈
行か
う

文ぶ
ん

に
随

ひ
て
都
に
入
り
き
。
時
に
同
輩
と
晩
頭
に
石
い
そ
の

上か
み
の

衢ち
ま
たに
往
き
て
、
相す
ま
ひ撲
を
遊い
う
け戯
す
。
巧た
く
みに

そ
の
力
を
用
ゐ
て
能
く
そ
の
敵あ
た

に
勝
つ
。
遂
に
内う

ち裏
に
聞
え
て
、
召
し
て
内な
い

竪じ
ゆ

所し
よ

に
侍
ら

し
め
、
是
よ
り
名
を
着あ
ら
はす
。
初
め
右う

衛ゑ

士じ
の

大だ
い

志し

に
任に
む

し
、
稍や
や

く
し
て
遷
り
て
、
天
平
中
に

外
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
、
春し
ゆ
ん
ぐ
の
す
け

宮
亮
に
任
せ
ら
る
。
聖
武
皇
帝
甚
だ
恩
幸
を
加
へ
た
ま
ふ
。

勝
宝
の
初
、
従
四
位
紫し

微び

少せ
う

弼ひ
つ

に
至
る
。
本
の
姓
を
改
め
て
高こ

ま麗
朝
臣
と
賜
ひ
、
信
部
大

輔
に
遷
さ
る
。
神
護
元
年
、
従
三
位
を
授
け
ら
れ
、
造
宮
卿
を
拝
し
、
兼
ね
て
武
蔵
・

近ち
か
つ
あ
ふ
み
江
の
守
を
歴
た
り
。
宝
亀
十
年
、
書
を
上
た
て
ま
つり
て
言
さ
く
、「
臣
、
聖
化
に
投
し
て
よ
り

年と

し歳
已
に
深
し
。
但
し
、
新
し
き
姓
の
栄
、
朝
臣
は
分
に
過
ぐ
と
雖
も
、
旧
俗
の
号
、
高

麗
は
未
だ
除
か
れ
ず
。
伏
し
て
乞
は
く
は
、
高
麗
を
改
め
て
高
倉
と
せ
む
こ
と
を
」
と
ま

う
せ
り
。
詔
し
て
、
こ
れ
を
許
し
た
ま
ひ
き
。
天
応
元
年
、
弾
だ
ん
じ

正や
う

尹の
ゐ
んに
遷
さ
れ
、
武
蔵
守

を
兼
ね
た
り
。
延
暦
四
年
、
表へ
う

を
上
た
て
ま
つり
て
身
を
乞
ひ
、
散
位
を
以
て
第て
い

に
帰
り
き
。
薨
し

ぬ
る
時
、
年
八
十
一
。

『
法
隆
寺
献
物
帳
』（
寧
楽
遺
文ｉ
）
に
は
天
平
勝
寶
八
歳
（
七
五
六
）
七
月
八
日
の
記
事
に

「
從
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
武
藏
守
巨
萬
朝
臣
「
福
信
」」
の
署
名
が
あ
る
。
高
麗
郡
か

ら
出
た
渡
来
人
が
紫
微
中
台
と
い
う
国
家
の
中
枢
に
お
り
、
武
蔵
守
に
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
武
藏
國
高
麗
郡
に
は
「
高
麗
古萬
」
郷ｂ
が
残
る
。
聖
天
院
（
埼
玉
県
入
間
郡
日
高

町
）
高
麗
山
勝
楽
寺
に
は
高
麗
王
若
光
の
墓
が
伝
わ
る
。
高
麗
神
社
に
は
若
光
を
ま
つ

る
。
武
蔵
国
に
は
渡
来
人
と
の
関
わ
り
が
記
さ
れ
る
。

『
続
日
本
紀
』
淳
仁
天
皇
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
の
条ｇ
に
は
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。癸

亥
、
帰ま
ゐ
お
も
む化
き
し
新
羅
の
僧
ほ
ふ
し

卅
二
人
、
尼
二
人
、
男
を
の
こ

十
九
人
、
女
め
の
こ

廿
一
人
を
武
蔵
国
の
閑

地
に
移
す
。
是
に
始
め
て
新
羅
郡
を
置
く
。

新
羅
郡
は
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
五
月
条
を
最
後
に
そ
の
名
が
み
え
な
く
な
る
。
そ

の
後
新
座
郡
と
改
称
さ
れ
た
ら
し
い
。
倭
名
抄
の
訓
は
「
爾
比
久
良
」、
足
立
郡
と
入

間
郡
の
間
に
新
座
郡
が
の
せ
ら
れ
るｂ
。
倭
名
抄
に
は
「
荏
原
郡
　
蒲
田
加
萬
太

　
田
本

多
毛
止

　
満
田
上
音
下
訓
　
荏
原
江
波
良

　
覺
志
加
〻
之

　
御
田
　
木
田
木多
　
櫻
田
佐
久
良
太
　
驛
家ｂ
」
と
あ

る
。
こ
の
荏
原
郡
覺
志
郷
と
多
磨
郡
勢
多
郷
が
世
田
谷
区
域
内
に
比
定
さ
れ
る
。
世
田

谷
は
倭
名
抄
多
磨
郡
の
勢
多
郷
に
由
来
しｂ
、
瀬
田
は
そ
の
遺
名
と
さ
れ
て
い
る
。

武
蔵
国
が
東
海
道
所
属
へ
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
『
続
日
本
紀
』
光
仁
天
皇
宝
亀
二

年
（
七
七
一
）
十
月
条ｊ
に
み
え
る
。

己
卯
、
太
だ
い
じ

政や
う

官ぐ
わ
ん

奏
す
ら
く
、「
武
蔵
国
は
山せ
ん

道だ
う

に
属つ
ら
なる
と
雖
も
、
兼
ね
て
海か
い

道だ
う

を
承う

け
た

り
。
公く

使し

繁し

多げ

く
し
て
祗し

供く

堪
へ
難
し
。
そ
の
東と
う

山せ
ん

の
駅や
く
ろ路
は
上
か
み
つ
け
の野
国
新
に
ひ

田
た
の

駅
う
ま

従
や

り
よ

下
し
も
つ
け
の野

国
足あ
し

利か
が
の

駅う
ま
やに
達い
た

る
。
此
れ
便へ
ん

道だ
う

な
り
。
而
る
に
枉ま
が

り
て
上
野
国
邑お
は
ら
き楽
郡
従
り
五い
つ
つ
の
う
ま
や

箇
駅
を

経
て
武
蔵
国
に
到
り
、
事こ
と
を
は畢
り
て
去
る
日
に
、
ま
た
同お
な

じ
き
道
を
取
り
て
下
野
国
に
向
ふ
。

聖天院高麗王廟
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今
東
海
道
は
、
相
模
国
夷い
さ

参ま
の

駅う
ま
や

従
り
下
し
も
つ
ふ
さ総
国
に
達
る
ま
で
、
そ
の
間ほ
ど

四
駅
に
し
て
往
還

便
ち
近
し
。
而
し
て
此
を
去
り
彼か
し
こに
就
く
こ
と
、
損
害
極
め
て
多
し
。
臣
ら
商
量
す
る
に
、

東
山
道
を
改
め
て
東
海
道
に
属つ
ら
なら
ば
、
公
私
所
を
得
て
、
人
馬
息
ふ
こ
と
有
ら
む
」
と
ま

う
す
。
奏
す
る
に
可
と
し
た
ま
ふ
。

武
蔵
国
が
東
海
道
所
属
に
な
っ
た
こ
と
で
、
東
海
道
は
相
模
国
か
ら
店
屋
駅
（
町
田

市
町
谷
付
近
）
→
小
高
駅
（
川
崎
市
高
津
区
末
長
小
高
か
ら
新
作
小
高
付
近
）
→
大
井
駅

（
品
川
区
大
井
）
→
豊
島
駅
（
北
区
御
殿
前
遺
跡
付
近
）
を
経
て
下
総
国
府
に
至
る
経
路
が

考
え
ら
れ
て
い
る11
。
万
葉
集
の
最
終
歌
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
家
持
歌
で
あ

る
が
、
巻
十
四
の
「
東
歌
」
に
お
け
る
武
蔵
国
は
、
東
海
道
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
天
平
宝
字
三
年
か
ら
十
二
年
後
の
宝
亀
二
年
以
降
の
万
葉
集
編
纂
時
の
状
況
を
反
映

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
二
十
の
「
防
人
歌
」
で
は
武
蔵
国
の
防
人
た
ち
が

国
府
か
ら
部
領
使
の
掾
正
六
位
上
安
曇
宿
禰
三
国
に
伴
わ
れ
て
、
天
平
勝
寶
七
歳
（
七

五
五
）
に
足
柄
峠
を
越
え
て
い
く
様
が
詠
ま
れ
る
（
四
四
二
三
・
四
四
二
四
）
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
東
海
道
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
武
藏
国
の
防
人

歌
は
巻
二
十
の
四
四
一
三
～
四
四
二
四
の
十
二
首
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
防
人
の
妻
の

歌
も
六
首
含
ま
れ
る
。
左
注
に
防
人
の
出
身
郡
と
氏
名
が
記
さ
れ
る
。
四
四
一
三
～
四

四
二
二
番
は
歌
番
号
の
下
に
左
注
の
み
を
記
し
た
（
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
・
傍
点
・
囲

み
等
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

二〇・
四四一三	

右
の
一
首
、
上
丁
那
珂
郡
の
檜
前
舎
人
石
前
が
妻
の
大
伴
部
真
足
女

二〇・
四四一四	

右
の
一
首
、
助
丁
秩
父
郡
の
大
伴
部
小
歳

二〇・
四四一五	

右
の
一
首
、
主
帳
荏
原
郡
の
物
部
歳
徳

二〇・
四四一六	

右
の
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
刀
自
売

二〇・
四四一七	

右
の
一
首
、
豊
島
郡
の
上
丁
椋
椅
部
荒
虫
が
妻
の
宇
遅
部
黒
女

二〇・
四四一八	

右
の
一
首
、
荏
原
郡
の
上
丁
物
部
広
足

二〇・
四四一九	

右
の
一
首
、
橘
樹
郡
の
上
丁
物
部
真
根

二〇・
四四二〇	

右
の
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
弟
女

二〇・
四四二一	

右
の
一
首
、
都
筑
郡
の
上
丁
服
部
於
由

二〇・
四四二二	

右
の
一
首
、
妻
の
服
部
呰
女

二〇・
四四二三	�

足
柄
の
　
み
坂
に
立
し
て
　
袖
振
ら
ば
　
家
な
る
妹
は
　
さ
や
に
見
も
か
も

	
�

安
之
我
良
乃
　
美
佐
可
尓
多
志
弖
　
蘇
埿
布
良
婆
　
伊
波
奈
流
伊
毛
波
　
佐
夜
尓

美
毛
可
母

	

　
　
右
の
一
首
、
埼
玉
郡
の
上
丁
藤
原
部
等
母
麻
呂

二〇・
四四二四	�

色
深
く
　
背
な
が
衣
は
　
染
め
ま
し
を
　
み
坂
賜
ら
ば
　
ま
さ
や
か
に
見
む
　

	
�

伊
呂
夫
可
久
　
世
奈
我
許
呂
母
波
　
曾
米
麻
之
乎
　
美
佐
可
多
婆
良
婆
　
麻
佐
夜

可
尓
美
無

	

　
　
右
の
一
首
、
妻
の
物
部
刀
自
売

	

　
　�

二
月
二
十
九
日
に
、
武
蔵
国
の
部
領
防
人
使
掾
正
六
位
上
安
曇
宿
禰
三
国
が

進
る
歌
の
数
二
十
首
。
た
だ
し
、
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。

都
筑
郡
・
橘
樹
郡
・
荏
原
郡
・
豊
島
郡
・
秩
父
郡
は
多
磨
郡
に
隣
接
す
る
郡
で
あ
る
。

多
磨
郡
の
防
人
歌
は
載
せ
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
霊
異
記 

』
中
巻
第
三
縁
に
は
武
蔵
国

多
麻
郡
鴨
の
里
の
住
人
吉
志
火
麻
呂
が
大
伴
某
人
に
指
名
さ
れ
て
筑
紫
の
防
人
に
三
年

赴
く
話
が
あ
るｃ
。
多
磨
郡
の
兵
士
も
防
人
と
し
て
赴
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

巻
九
の
高
橋
連
虫
麻
呂
歌
集
に
武
蔵
国
に
下
っ
た
時
の
歌
一
首

　
　
武
蔵
の
小
埼
の
沼
の
鴨
を
見
て
作
る
歌
一
首

九・
一七四四	

�
埼
玉
の
　
小
埼
の
沼
に
　
鴨
そ
翼
霧
る
　
己
が
尾
に
　
降
り
置
け
る
霜
を
　
払
ふ

と
に
あ
ら
し
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都
か
ら
訪
れ
た
官
人
高
橋
虫
麻
呂
が
詠
ん
だ
旋
頭
歌
で
あ
る
。
養
老
三
年
（
七
一
九
）

七
月
に
は
常
陸
国
守
と
な
り
、
按
察
使
と
し
て
安
房
・
上
総
・
下
総
の
三
国
を
管
轄
し

た
藤
原
宇
合
（
養
老
五
年
正
月
に
正
四
位
上
と
な
り
離
任
か
）
と
の
主
従
関
係
か
ら
、
虫

麻
呂
が
国
府
の
官
人
と
し
て
常
陸
に
在
任
し
た
の
を
養
老
年
間
と
み
る
説
、
ま
た
天
平

年
間
と
み
る
説
も
あ
る
。
右
の
歌
も
東
山
道
所
属
の
養
老
か
ら
天
平
年
間
に
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
冬
の
沼
地
の
荒
涼
と
し
た
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
。
東
歌
（
14
・
三
三

八
〇
）
に
も
「
埼
玉
の
津
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
小
埼
の
沼
」
は
、
行
田
市
埼
玉
の

尾
崎
沼
神
社
あ
た
り
が
小
埼
沼
跡
と
称
さ
れ
る
（
名
残
と
し
て
「
武
蔵
小
埼
沼
」
の
碑
が

建
つ
）。
江
戸
時
代
後
期
の
『
新
編
武
藏
風
土
Ｇ
稿
』
巻
之
二
百
十
六
埼
玉
郡
之
十
八

忍
領
埼
玉
村
の
条
に
、「
ｘ
玉
沼
」「
村
ノ
北
ニ
ア
リ
古
ヘ
小
ｘ
沼
或
ハ
ｘ
玉
津
ナ
ト
云

テ
萬
葉
集
ニ
モ
歌
ア
リ
テ
當
國
ノ
名
所
ナ
リ
」
と
あ
り
、「
ｘ
玉
沼
邊
尾
崎
沼
邊
之
圖
」 

と
し
て
絵
図
を
載
せ
るｋ
。

武
蔵
国
の
歌
は
東
歌
と
し
て
相
聞
の
部
に
九
首
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
歌
は
最

も
よ
く
知
ら
れ
る
。

一四・
三三七三	�

多
摩
川
に
　
さ
ら
す
手
作
り
　
さ
ら
さ
ら
に
　
な
に
そ
こ
の
児
の
　
こ
こ
だ
か
な

し
き

	
�

多
麻
河
泊
尓
　
左
良
須
弖
豆
久
利
　
佐
良
左
良
尓
　
奈
仁
曾
許
能
児
乃
　
己
許
太

可
奈
之
伎

三
三
七
三
番
の
万
葉
歌
碑
は
狛
江
市
に
あ
る
。
真
鶴
産
小
松
石
を
用
い
た
高
さ
二
・
七

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
四
二
メ
ー
ト
ル
の
巨
碑
で
あ
る
。
揮
毫
は
松
平
定
信
（
楽
翁
）。

こ
の
歌
碑
の
初
代
碑
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
猪
方
半
縄
（
現
在
の
猪
方
四
丁
目

辺
り
）
に
建
て
ら
れ
た
が
、
洪
水
で
流
失
し
た
。
大
正
時
代
に
玉
川
史
跡
猶
予
会
が
結

成
さ
れ
る
と
、
松
平
定
信
を
敬
慕
す
る
渋
沢
栄
一
ら
と
狛
江
村
の
有
志
ら
が
協
力
し
、

大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
、
旧
碑
の
拓
本
を
模
刻
し
て
現
在
の
新
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

多摩川万葉歌碑多摩川 右歌碑拓本
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多
摩
川
は
「
六
玉
川
（
む
た
ま
が
わ
）
の
一
つ
で
、
水
路
と
し
て
活
用
さ
れ
東
海
道

の
矢
口
・
脇
往
還
の
登
戸
・
丸
子
な
ど
渡
船
場
が
多
く
あ
っ
た
。
沿
岸
に
は
調
布
・
布

田
な
ど
の
地
名
が
残
り
、
布
さ
ら
し
で
知
ら
れ
、「
調
」
と
し
て
朝
廷
に
貢
献
さ
れ
た
。

「
手
作
り
」「
晒
す
」
な
ど
と
共
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い12
」
と
あ
る
。
区
内
の
砧
、
調

布
市
な
ど
の
名
称
は
、
調
布
の
生
産
に
関
わ
る
地
名
と
い
わ
れ
て
い
る
。

天
武
紀
五
年
四
月
の
条ｅ
に
は
封
戸
の
記
事
が
み
え
る
。
大
宝
令
制
で
は
封
戸
の
納
め

る
租
の
半
額
と
調
・
庸
の
全
額
が
封
の
所
有
者
の
収
入
と
な
る
。

辛
亥
に
、
勅
す
ら
く
、「
諸
王
・
諸
臣
の
給
は
れ
る
封
戸
の
税
は
、
以
西
の
国
を
除
き
て
、

相
易
へ
て
以
東
の
国
に
給
へ
。（
中
略
）」
と
の
た
ま
ふ
。

西
国
の
封
戸
が
東
国
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
封
戸
は
『
延
喜
式
』
巻
二
十
二
　
民

部
省
上ｌ
に
、

凡
諸
家
封
戶
、
各
爲
二
三
分
、一
一
分
充
二
輸
レ
絁
國
、一
二
分
輸
レ
布
國
、
但
伊
賀
、
伊
勢
、

參
河
、
近
江
、
美
濃
、
越
中
、
石
見
、
備
ｖ
、
周
防
、
長
門
、
紀
伊
、
阿
波
等
國
不
レ
得
レ
充
レ
封
、

と
あ
り
、
絁
・
布
に
重
点
を
置
い
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
武
蔵
国
の
特
徴
は
封
戸
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。『
新
抄
格
勅
符
抄ｍ
』
第
十
巻
抄
　
大
同
元
年
牒
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
国

に
は
次
の
よ
う
な
寺
領
が
あ
っ
た
。

東
大
寺
　
四
百
五
十
戸
　

西
大
寺
　
二
百
五
十
戸
　

法
花
寺
　
五
十
戸
　
　
　

藥
師
寺
　
百
戸        

山
階
寺
　
百
戸
　
　
　
　

飛
鳥
寺
　
四
百
十
五
戸
　

川
原
寺
　
百
五
十
戸
　

大
安
寺
　
百
戸
　
　
　
　

武
蔵
国
は
封
戸
が
関
東
八
国
の
中
で
も
特
に
多
い
。
薬
師
寺
は
讃
岐
国
二
百
戸
と
比

べ
る
と
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
百
戸
で
あ
る
。
絁
・
布
の
貢
進
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。『
延
喜
式
』
巻
二
十
三
　
民
部
省
下ｌ
に
は

武
藏
國
　
筆
一
百
管
、
膠
五
十
斤
、
蔴
黃
五＊斤
、
蔴
子
六
斗
、　
＊
五
十
斤
の
異
本
も
あ
る
。

武
藏
國�

　
絁
五
十
疋
、
布
一
千
五
百
端
、
商
布
一
萬
一
千
一
百
段
、
豉
六
石
五
斗
。
龍
鬚

席
卅
枚
、
細
貫
席
卅
枚
、
席
五
百
枚
、
履
料
牛
皮
二
枚
、
鞦
廿
具
、
鹿
革
六
十
張
、

鹿
皮
十
五
張
、
紫
草
三
千
二
百
斤
、
木
綿
四
百
七
十
斤
、
櫑
子
四
合
、

『
延
喜
式
』
巻
二
十
四
　
主
計
寮
上ｌ
に
は
、
武
蔵
国
か
ら
貢
上
し
た
調
が
次
の
よ
う
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

武
藏
國
行
程
、
上
廿
九

日
、
下
十
五
日
、

調
、
緋
帛
六
十
疋
、
紺
帛
六
十
疋
、
黃
帛
一
百
疋
、
橡
帛
廿
五
疋
、
紺
布
九
十
端
、
縹
布

五
十
端
、
黃
布
ｙ
端
、
自
餘
輸
二
絁
、
布
、一

こ
う
し
た
機
織
り
に
武
蔵
国
に
移
り
住
ん
だ
渡
来
人
の
技
術
が
活
か
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
万
葉
集
』
巻
十
・
二
〇
九
〇
番
の
七
夕
歌
や
巻
十
二
・
二
九
七
五
番
の
正
述
心
緒
、

巻
十
四
・
三
四
六
五
番
の
東
歌
の
中
の
「
高
麗
錦
」
の
語
に
示
唆
さ
れ
る
。
六
六
八
年

に
国
が
滅
亡
し
て
も
、
そ
の
文
化
は
古
代
日
本
の
文
化
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

「
高
麗
」
の
名
は
そ
の
様
式
を
受
け
継
い
だ
高
級
工
芸
品
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。
な

お
、『
新
編
武
藏
風
土
Ｇ
稿
』
巻
之
九
十
三
多
磨
郡
之
五
　
上
布
田
宿
の
布
多
天
神
社



─（10）─

の
条
に
は
、「
桓
武
天
皇
延
暦
十
八
年
木
綿
ノ
實
始
メ
テ
渡
リ
シ
ナ
レ
ト
人
イ
マ
タ
布

ニ
製
ス
ル
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ス
其
時
多
磨
川
邊
ニ
菅
家
ノ
所
緣
ニ
テ
近
國
ニ
名
ヲ
顯
ハ
セ
シ

廣
福
長
者
ト
イ
へ
ル
モ
ノ
ア
リ
天
神
ノ
社
ヘ
七
晝
夜
參
籠
シ
テ
不
思
議
ニ
神
ノ
吿
ヲ
蒙

リ
布
ヲ
製
ス
ル
ノ
術
ヲ
得
テ
多
磨
川
ニ
サ
ラ
シ
テ
コ
レ
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
テ
奉
リ
ヌ
是
乃
本

朝
木
綿
ノ
初
ナ
リ
ト
カ
ヤ
帝
御
Ｂ
淺
カ
ラ
ス
即
チ
其
布
ヲ
調
布
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
ソ
レ
ヨ

リ
此
邊
武
州
調
布
ノ
里
ト
イ
ヘ
リｋ
」
と
い
う
木
綿
の
生
成
と
調
布
の
地
名
起
源
が
伝
え

ら
れ
る
。『
日
本
後
紀
』
桓
武
天
皇
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
七
月
是
月
条ｎ
に
は
、
一
人

の
天
竺
人
が
参
河
国
に
漂
着
し
、
綿
種
を
も
た
ら
し
た
と
記
さ
れ
る
。

次
に
、
東
歌
に
詠
ま
れ
た
う
け
ら
に
つ
い
て
記
す
。『
万
葉
集
』
に
は
う
け
ら
の
花

は
三
首
（
或
本
歌
を
含
め
れ
ば
四
首
）
に
詠
ま
れ
い
ず
れ
も
東
歌
で
あ
り
、
三
首
の
う
ち

二
首
は
武
蔵
野
の
歌
で
あ
る
。

一四・
三三七六	�

恋
し
け
ば
　
袖
も
振
ら
む
を
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花

4

4

4

4

4

の
　
色
に
出
な
ゆ
め

	
�

古
非
思
家
波
　
素
弖
毛
布
良
武
乎
　
牟
射
志
野
乃
　
宇
家
良
我
波
奈
乃
　
伊
呂
尓

豆
奈
由
米

	

　
　�

或
本
の
歌
に
曰
く
、「
い
か
に
し
て
　
恋
ひ
ば
か
妹
に
　
武
蔵
野
の
　
う
け

4

4

ら
が
花

4

4

4

の
　
色
に
出
ず
あ
ら
む
」

	

　
　�

或
本
歌
曰
、
伊
可
尓
思
弖
　
古
非
波
可
伊
毛
尓
　
武
蔵
野
乃
　
宇
家
良
我
波

奈
乃
　
伊
呂
尓
低
受
安
良
牟

一四・
三三七九	�

我
が
背
子
を
　
あ
ど
か
も
言
は
む
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花

4

4

4

4

4

の
　
時
な
き
も
の
を

	
�

和
我
世
故
乎
　
安
杼
可
母
伊
波
武
　
牟
射
志
野
乃
　
宇
家
良
我
波
奈
乃
　
登
吉
奈

伎
母
能
乎

右
の
二
首
が
武
蔵
国
の
歌
で
、
未
勘
国
歌
に
一
首
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

一四・
三五〇三	�

安
斉
可
潟
　
潮
干
の
ゆ
た
に
　
思
へ
ら
ば
　
う
け
ら
が
花

4

4

4

4

4

の
　
色
に
出
め
や
も

	
�

安
斉
可
我
多
　
志
保
悲
乃
由
多
尓
　
於
毛
敝
良
婆
　
宇
家
良
我
波
奈
乃
　
伊
呂
尓

弖
米
也
母

こ
れ
ら
に
は
す
べ
て
花
が
詠
ま
れ
、
う
け
ら
の
花
が
「
色
」
や
「
時
」
を
起
こ
す
序
と

な
っ
て
い
る
。「
色
に
出
づ
」
は
、
秘
め
て
い
た
恋
の
思
い
を
表
に
出
す
意
で
あ
る
。

巻
十
一
・
二
七
二
五
の
「
黄
土
」、
二
七
八
四
の
「
韓
藍
の
花
」、
巻
十
二
・
二
九
七
六

の
「
紫
」
で
は
、「
色
に
出
」
す
の
「
色
」
は
赤
系
統
と
い
わ
れ
る
。
う
け
ら
の
花
は

秋
に
白
ま
た
は
淡
紅
色
の
花
を
開
き
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
顔
色
に
お
出
し
な
さ
い
ま

す
な
と
い
う
形
容
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
記
す
。『
增
訂
萬

葉
集
全
註
釋
十13
』
で
は
「
ウ
ケ
ラ
の
花
は
、
夏
期
に
か
け
て
長
い
あ
い
だ
笑
く
の
で
、

時
無
シ
を
引
き
起
し
て
い
る
」
と
す
る
。
う
け
ら
、
を
け
ら
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
や

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
、「
白
朮
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
茎
根
が
薬
と
さ
れ
た
。

うけらの花
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天
武
紀
十
四
年
九
月
の
条ｅ
に
は
天
武
天
皇
の
御
病
気
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

丁
卯
に
、
天
皇
、
体み
や
ま
ひ

不
予
し
た
ま
ふ
が
為
に
、
三
日
、
大
官
大
寺
・
川
原
寺
・
飛
鳥
寺
に

誦
経
せ
し
む
。
因
り
て
稲
を
以
ち
て
三
寺
に
納
め
た
ま
ふ
。
各
差
有
り
。

こ
の
記
事
と
直
接
関
わ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
同
十
四
年
十
月
庚
辰
、
十
一
月
丙
寅
の

記
事ｅ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

庚
辰
に
、
百
済
の
僧
法
蔵
・
優
婆
塞
益
田
直
金
鐘
を
美
濃
に
遣
し
て
白
朮

4

4

を
煎
し
む
。
因

り
て
絁
・
綿
・
布
を
賜
ふ
。

丙
寅
に
、
法
蔵
法
師
・
金
鐘
、
白
朮

4

4

の
煎
た
る
を
献
る
。
是
の
日
に
、
天
皇
の
為
に
招
み
た
ま
ふ
り魂

し
き
。

「
白
朮
」
は
キ
ク
科
の
多
年
草
で
山
野
に
自
生
し
、
若
芽
は
食
用
に
根
茎
は
薬
と
な
る
。

『
本
草
綱
目
啓
蒙ｏ
』
に
は
「
朮
」
に
は
蒼
朮
と
白
朮
が
あ
り
、
各
自
異
種
と
す
る
。
天

武
紀
で
は
白
朮
の
煎
薬
を
献
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
天
武
天
皇
の
病
や
、
招
魂
の
儀
式
と
関

わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

倭
名
抄
に
は
、「
朮
　
尒
雅
注
云
、
朮
儲
律
反
、

乎
介
ｕ
、（
中
略
）　
本
草
陶
注
云
、
朮
乃
有
二
兩
種
、一
白

朮
、
葉
大
有
レ
毛
而
作
レ
椏
、
根
甜
而
少
レ
膏
、
赤
朮
、
葉
細
無
レ
椏
、
根
小
苦
而
多
レ
膏ｂ
」
と
あ
り
、
白

朮
、
赤
朮
の
別
が
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
の
『
和
漢
三
才
圖
會ｐ
』
巻
第
九
十
二
之
本
　

山
草
類
上
巻
に
は
白
朮
の
効
用
と
し
て
、
①
中
を
暖
め
る
、
②
脾
・
胃
の
中
の
湿
を
取

り
去
る
、
③
胃
中
の
熱
を
除
く
、
④
脾
・
胃
を
強
く
し
飲
食
を
進
め
る
、
⑤
胃
を
和
め

津
液
を
生
じ
さ
せ
る
、
⑥
肌
熱
を
止
め
る
、
⑦
四
肢
が
疲
れ
、
だ
る
く
て
臥
寝
が
ち
で
、

目
は
開
け
ら
れ
ず
、
飲
食
の
欲
の
な
い
も
の
に
効
が
あ
る
、
⑧
渇
き
を
止
め
る
、
⑨
胎

を
安
定
さ
せ
る
、
の
九
つ
を
挙
げ
る
。

平
安
時
代
の
『
医
心
方ｑ
』
に
は
薬
の
調
合
法
と
し
て
、「『
范
汪
方
』
ニ
云
ウ
（
マ
マ
）、
朮
、

芍
薬
ハ
、
皮
ヲ
刮
ギ
テ
去
レ
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
朮
の
効
能
は
古
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。『
延
喜
式
』
巻
三
十
七
典
薬
寮ｒ
の
「
草
藥
八
十
種
」
の
中
に

「
白
朮
」
が
見
え
、「
諸
國
進
年
料
雜
藥
」
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
白
朮
」
は

畿
内
で
は
山
城
国
・
大
和
国
・
摂
津
国
、
東
海
道
で
は
尾
張
国
・
参
河
国
・
駿
河
国
・

安
房
国
・
下
総
国
・
常
陸
国
、
東
山
道
で
は
近
江
国
・
美
濃
国
・
飛
騨
国
・
信
濃
国
の

諸
国
か
ら
貢
上
さ
れ
た
が
、
武
蔵
国
廿
八
種
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
東
歌
を
み

る
と
多
く
の
朮
が
生
育
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
白
朮
の
質
が
よ
く
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
万
葉
集
に
は
押
さ
え
き
れ
ぬ
恋
情
表
現
の
対
比
と
し
て
目
立
た
な
い

う
け
ら
の
花
が
詠
ま
れ
る
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
代
の
世
田
谷
の
地
名
は
万
葉
の
時
代
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
辺
境
で
あ
っ
て
も
、
税
に
関
わ
る
布
や
身
近
な
植
物
を
素
材
に
万

葉
集
に
は
当
時
の
武
蔵
を
彷
彿
さ
せ
る
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

二
　
東
歌
に
み
る
武
蔵

武
蔵
国
の
歌
は
東
歌
と
し
て
相
聞
の
部
に
九
首
採
録
さ
れ
て
い
る
。

一四・
三三七三	�

多
摩
川
に
　
さ
ら
す
手
作
り
　
さ
ら
さ
ら
に
　
な
に
そ
こ
の
児
の
　
こ
こ
だ
か
な

し
き

	
�

多
麻
河
泊
尓
　
左
良
須
弖
豆
久
利
　
佐
良
左
良
尓
　
奈
仁
曾
許
能
児
乃
　
己
許
太

可
奈
之
伎

一四・
三三七四	�

武
蔵
野
に
　
卜
部
か
た
焼
き
　
ま
さ
で
に
も
　
告
ら
ぬ
君
が
名
　
占
に
出
に
け
り

	
�

武
蔵
野
尓
　
宇
良
敝
可
多
也
伎
　
麻
左
弖
尓
毛
　
乃
良
奴
伎
美
我
名
　
宇
良
尓
低

尓
家
里
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一四・
三三七五	�

武
蔵
野
の
　
を
ぐ
き
が
雉
　
立
ち
別
れ
　
去
に
し
夕
よ
り
　
背
ろ
に
逢
は
な
ふ
よ

	
�

武
蔵
野
乃
　
乎
具
奇
我
吉
芸
志
　
多
知
和
可
礼
　
伊
尓
之
与
比
欲
利
　
世
呂
尓
安

波
奈
布
与

一四・
三三七六	�
恋
し
け
ば
　
袖
も
振
ら
む
を
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花
の
　
色
に
出
な
ゆ
め

	
�

古
非
思
家
波
　
素
弖
毛
布
良
武
乎
　
牟
射
志
野
乃
　
宇
家
良
我
波
奈
乃
　
伊
呂
尓

豆
奈
由
米

	

　
　�

或
本
の
歌
に
曰
く
、「
い
か
に
し
て
　
恋
ひ
ば
か
妹
に
　
武
蔵
野
の
　
う
け

ら
が
花
の
　
色
に
出
ず
あ
ら
む
」

	

　
　�

或
本
歌
曰
、
伊
可
尓
思
弖
　
古
非
波
可
伊
毛
尓
　
武
蔵
野
乃
　
宇
家
良
我
波

奈
乃
　
伊
呂
尓
低
受
安
良
牟

一四・
三三七七	�

武
蔵
野
の
　
草
は
も
ろ
向
き
　
か
も
か
く
も
　
君
が
ま
に
ま
に
　
我
は
寄
り
に
し
を

	
�

武
蔵
野
乃
　
久
佐
波
母
呂
武
吉
　
可
毛
可
久
母
　
伎
美
我
麻
尓
末
尓
　
吾
者
余
利

尓
思
乎

一四・
三三七八	�

入
間
道
の
　
大
屋
が
原
の
　
い
は
ゐ
つ
ら
　
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
　
我
に
な
絶
え
そ
ね

	
�

伊
利
麻
治
能
　
於
保
屋
我
波
良
能
　
伊
波
為
都
良
　
比
可
婆
奴
流
ゝ
ゝ
　
和
尓
奈

多
要
曾
祢

一四・
三三七九	�

我
が
背
子
を
　
あ
ど
か
も
言
は
む
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花
の
　
時
な
き
も
の
を

	
�

和
我
世
故
乎
　
安
杼
可
母
伊
波
武
　
牟
射
志
野
乃
　
宇
家
良
我
波
奈
乃
　
登
吉
奈

伎
母
能
乎

一四・
三三八〇	�

埼
玉
の
　
津
に
居
る
舟
の
　
風
を
疾
み
　
綱
は
絶
ゆ
と
も
　
言
な
絶
え
そ
ね

	
�

佐
吉
多
万
能
　
津
尓
乎
流
布
祢
乃
　
可
是
乎
伊
多
美
　
都
奈
波
多
由
登
毛
　
許
登

奈
多
延
曾
祢

一四・
三三八一	�

夏
麻
引
く
　
宇
奈
比
を
さ
し
て
　
飛
ぶ
鳥
の
　
至
ら
む
と
そ
よ
　
我
が
下
延
へ
し

	
�

奈
都
蘇
妣
久
　
宇
奈
比
乎
左
之
弖
　
等
夫
登
利
乃
　
伊
多
良
武
等
曾
与
　
阿
我
之

多
波
倍
思

	

　
右
の
九
首
、
武
蔵
国
の
歌

東
歌
二
三
七
首
の
う
ち
、
百
首
あ
ま
り
に
序
詞
が
用
い
ら
れ
、
恋
情
を
表
出
す
る
。

武
蔵
国
の
歌
も
物
の
特
徴
に
寄
せ
て
心
情
が
歌
わ
れ
る
。
以
下
の
歌
の
引
用
に
は
、
序

に
傍
線
を
付
し
、
序
に
導
か
れ
る
語
は
囲
っ
た
。

一四・
三三七三	�

多
摩
川
に
　
さ
ら
す
手
作
り
　
さ
ら
さ
ら
に
　
な
に
そ
こ
の
児
の
　
こ
こ
だ
か
な

し
き

「
手
作
り
」
は
、
細
か
い
麻
糸
を
織
り
上
げ
た
布
を
白
く
す
る
た
め
に
、
水
に
晒
し
、

日
に
曝
す
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
が
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
　
第
七
巻14
』
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、

サ
が
上
代
で
ツ
ァ
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
現
代
人
の
サ
行
音
の
清
音
の
繰
り
返
し
と
は
異

な
る
。
上
二
句
は
序
で
、「
晒
す
」
と
同
音
で
、
川
の
流
れ
も
思
わ
せ
る
。
水
に
「
さ

ら
す
」
布
の
揺
ら
め
き
が
川
の
水
の
流
れ
や
川
音
に
重
ね
ら
れ
、「
さ
ら
さ
ら
に
」
と

清
ら
か
な
水
が
絶
え
間
な
く
流
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
さ
ら
に
と
「
こ
の
こ
」
へ
の
思

い
が
募
っ
て
い
き
、
言
い
よ
う
も
無
い
愛
し
さ
が
「
こ
こ
だ
」
に
強
調
さ
れ
、「
か
な

し
」
に
集
約
さ
れ
て
い
く
。
前
半
の
サ
行
音
の
繰
り
返
し
は
情
景
を
呼
び
起
こ
し
な
が

ら
歌
い
手
の
切
迫
し
た
感
情
に
繋
が
り
、
後
半
の
カ
行
音
の
繰
り
返
し
に
結
び
つ
い
て

歌
に
リ
ズ
ム
と
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

武
蔵
国
の
歌
に
用
例
は
み
ら
れ
な
い
が
、
東
歌
の
中
に
男
女
の
直
接
的
な
性
愛
を
歌

う
「
寝
」
の
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
柴
生
田
稔
氏15
・
西
鄕
信
綱
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、「
か
な
し
」
も
東
歌
に
特
徴
的
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ

る
と
西
鄕
氏
が
言
及
し
て
い
る
。
三
三
七
三
の
東
歌
に
「
か
な
し
」、
四
四
一
三
の
防

人
歌
に
「
ま
か
な
し
き
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。「
か
な
し
」
の
語
に
つ
い
て
西
鄕
信
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綱
氏
は
、「
卷
十
一
・
十
二
で
壓
倒
的
に
つ
か
は
れ
て
ゐ
る
「
戀
し
」
と
い
ふ
や
う
な

表
現
よ
り
は
、
も
つ
と
肉
感
に
そ
く
し
、
直
接
的
愛
撫
と
つ
な
が
り
、
そ
れ
を
下
地
に

も
つ
た
表
現
で
あ
る
や
う
に
お
も
は
れ
る16
」
と
指
摘
す
る
。「
か
な
し
」
は
巻
十
四
の

東
歌
で
は
三
三
五
一
、
三
三
五
八
の
或
本
歌
、
三
三
六
六
、
三
三
七
二
、
三
三
七
三
、

三
三
八
六
、
三
四
〇
三
、
三
四
〇
八
、
三
四
一
二
、
三
四
五
一
、
三
四
六
二
、
三
四
六

五
、
三
四
六
六
、
三
四
八
六
、
三
五
〇
〇
、
三
五
三
三
、
三
五
三
七
、
三
五
三
七
の
或

本
歌
、
三
五
四
八
、
三
五
四
九
、
三
五
五
一
、
三
五
五
六
、
三
五
六
四
、
防
人
歌
で
は

三
五
六
七
、
譬
喩
歌
で
は
三
五
七
六
、
挽
歌
で
は
三
五
七
七
に
み
ら
れ
る
。

一四・
三三七四	�

武
蔵
野
に
　
卜
部
か
た
焼
き
　
ま
さ
で
に
も
　
告
ら
ぬ
君
が
名
　
占
に
出
に
け
り

「
か
た
焼
き
」
は
三
四
八
八
番
に
も
詠
ま
れ
、
い
ず
れ
も
秘
め
ら
れ
た
「
告
ら
ぬ
」

恋
人
の
名
が
占
い
の
象
に
現
れ
出
た
こ
と
を
歌
う
。
現
在
も
東
京
都
青
梅
市
の
武
藏
御

嶽
神
社
で
は
、
正
月
三
日
に
太
占
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
、
男
鹿
の
左
肩
甲
骨
を
忌
火
で

焼
い
た
錐
で
突
き
通
す
鑽
焼
に
よ
る
ひ
び
割
れ
の
如
何
に
よ
っ
て
、
農
作
物
の
吉
凶
を

占
う
。

当
該
歌
で
は
す
で
に
噂
に
な
っ
て
い
た
恋
を
占
い
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
の
か
、
幾
人
か
候
補
者
を
挙
げ
て
実
否
を
占
っ
た
の
か
、「
作
者
（
女
）
の
親
な
ど

が
相
手
の
名
を
知
ろ
う
と
努
め
た17
」
の
か
、
そ
れ
が
「
母18
」
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

歌
で
は
個
人
の
恋
愛
も
露
わ
に
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、「
ま
さ
」
は
現
実
、
真
実

に
も
、
卜
占
に
自
分
の
恋
人
の
名
が
表
れ
た
驚
き
や
、
神
意
に
顕
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

か
え
っ
て
恋
を
宿
命
的
な
も
の
と
受
け
止
め
る
女
の
気
持
ち
が
詠
ま
れ
る
。

武蔵御嶽神社太占斎場

太占祭結果

鹿卜写真

※�

上
段
の
太
占
祭
結
果
と
下
段
の
鹿
卜
の

骨
の
ひ
び
割
れ
は
関
連
し
な
い
。
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一四・
三三七五	�

武
蔵
野
の
　
を
ぐ
き
が
雉
　
立
ち
別
れ
　
去
に
し
夕
よ
り
　
背
ろ
に
逢
は
な
ふ

4

4

よ

「
武
蔵
野
の
を
ぐ
き
が
雉
」
が
「
立
ち
別
れ
」
を
導
く
序
で
、
男
が
女
の
も
と
か
ら

立
ち
去
っ
た
状
況
が
、
雉
が
飛
び
立
つ
よ
う
に
慌
た
だ
し
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。「
を

ぐ
き
」
は
深
い
山
間
で
、「
去
に
し
」
の
主
語
は
「
背
ろ
」
で
あ
る
。「
ろ
」
は
親
愛
の

接
尾
辞
で
、
男
は
何
か
の
職
務
の
た
め
に
旅
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
夕
」
は
男
女
の

逢
会
の
時
間
で
あ
り
、
実
際
は
夜
を
共
に
過
ご
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
ヨ
ヒ
の
語
に

よ
っ
て
そ
の
時
間
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
二
・
三
句
と
響
き
合
う
。

男
の
出
立
か
ら
隔
て
ら
れ
た
日
々
の
長
さ
を
振
り
返
る
よ
う
に
、
逢
え
な
い
つ
ら
さ
が

「
逢
は
な
ふ
よ
」
に
表
出
す
る
。「
な
ふ
」
は
東
国
方
言
、
打
消
の
助
動
詞
の
終
止
形
で
、

「
よ
」
は
詠
嘆
の
意
を
表
す
。

一四・
三三七六	�

恋
し
け
ば
　
袖
も
振
ら
む
を
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花
の
　
色
に
出
　

な
ゆ
め

袖
振
り
は
、
招
魂
・
求
愛
を
示
す
。
恋
の
思
い
が
あ
ふ
れ
苦
し
く
て
な
ら
な
い
時
に

袖
を
振
る
の
は
心
を
確
か
め
合
っ
た
恋
人
同
士
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
愛
情
表
現
で

あ
る
。「
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
」
が
「
色
に
出
づ
」
の
序
に
な
っ
て
い
る
。
う
け

ら
の
花
が
目
立
た
な
い
花
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
と
い
う
趣
で
、
第
五
句
に

か
か
る
と
す
る
説
『
注
釋19
』
に
従
う
。
或
本
歌
は
男
性
の
歌
で
、
激
し
い
恋
を
し
て
い

れ
ば
そ
の
思
い
が
外
に
出
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
恋
を
し
た
な
ら
そ
の
思

い
を
う
け
ら
の
花
の
よ
う
に
外
に
出
さ
ず
に
す
む
の
か
と
訴
え
る
。
内
藤
茂
氏
は
う
け

ら
は
「
目
立
た
な
い
花
だ
が
、
忍
ぶ
恋
を
こ
の
花
に
託
し
た
万
葉
人
の
自
然
を
見
る
目

の
鋭
さ
に
驚
く20
。」
と
述
べ
る
。
忍
ぶ
恋
を
強
い
ら
れ
た
男
は
、
ど
の
よ
う
な
恋
で
あ
っ

た
な
ら
武
蔵
野
の
う
け
ら
の
花
の
よ
う
に
恋
心
を
表
に
出
さ
ず
に
す
む
の
か
と
、
激
し

い
恋
心
を
内
に
秘
め
る
困
難
さ
を
詠
う
。
両
歌
は
、
い
ず
れ
も
切
な
い
恋
の
局
面
を
詠
う
。

一四・
三三七七	�

武
蔵
野
の
　
草
は
も
ろ
向
き
　
か
も
か
く
も
　
君
が
ま
に
ま
に
　
我
は
寄
り
に
し
を

「
も
ろ
向
き
」
は
、
一
斉
に
向
く
と
い
う
説
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
向
く
と
い
う
説

（「
草ク
サ

葉ハ

諸モ
ロ

向ム
キ

な
り
、
此
方
へ
も
、
彼
方
へ
も
、
依
向
ふ
を
云
り
」『
古
義21
』・『
全
集22
』・『
注
釋23
』）

が
あ
る
。
前
者
は
『
萬
葉
集
私
注
　
七
』
に
、「
は
」
を
助
詞
と
し
て
、「
モ
ロ
は
モ
ロ

ト
モ
ニ
で
、
モ
ロ
テ
、
モ
ロ
ハ
の
類
の
語
も
、
兩
方
一
緒
に
、
兩
方
皆
共
に
の
意
で
あ

る
。
…
…
こ
こ
の
モ
ロ
ム
キ
も
諸
共
に
一
方
に
向
く
意
で
、
ヨ
リ
ニ
シ
ヲ
に
か
か
る
と

見
る
べ
き
で
あ
る24
」
と
し
、『
古
典
文
学
大
系25
』、『
萬
葉
集
全
歌
講
義
　
第
七
巻26
』、

『
岩
波
古
語
辞
典27
』
も
こ
の
立
場
を
と
る
。
後
者
は
『
萬
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
が
「
も

ろ
む
き
は
こ
な
た
へ
も
か
な
た
へ
も
風
に
ま
か
せ
て
む
か
ふ
を
い
へ
り28
」
と
指
摘
し
た

説
で
あ
る
。
上
二
句
が
序
で
、「
か
も
か
く
も
」
は
も
ろ
向
き
の
状
態
を
受
け
る
。

「
を
」
は
逆
説
的
表
現
で
、
武
蔵
野
の
草
が
風
に
な
び
い
て
一
斉
に
向
く
と
と
れ
ば
、

男
の
強
い
気
持
ち
に
押
さ
れ
て
す
っ
か
り
靡
き
寄
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
、
と
草
の
様

子
と
男
の
行
動
、
女
の
心
情
は
一
致
す
る
。
武
蔵
野
の
草
が
風
の
ま
に
ま
に
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
向
く
と
と
れ
ば
、 

草
の
様
に
喩
え
た
男
の
心
を
信
じ
た
女
は
男
に
翻
弄
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
前
者
の
意
で
取
れ
ば
女
の
強
く
寄
せ
る
男
へ
の
思
い
が
表
れ
、
後
者
の

意
で
取
れ
ば
男
の
心
に
左
右
さ
れ
る
女
の
心
情
が
表
れ
る
。

一四・
三三七八	�

入
間
道
の
　
大
屋
が
原
の
　
い
は
ゐ
つ
ら
　
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
　
我
に
な
絶
え
そ
ね

「
大
家
が
原
」
は
倭
名
抄
に
「
武
藏
國
入
間
郡
大
家
於
保
也
介
」
ｂ

と
あ
る
。「
い
は
ゐ
つ

ら
」
は
蔓
性
植
物
ら
し
い
が
未
詳
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
説
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
説
が
あ
る
。
上
三

句
が
「
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
」
を
導
く
序
で
あ
る
。
ヌ
ル
は
ほ
ど
け
る
意
で
、
水
島
義
治

氏
の
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
十
四
』
は
「「
ぬ
る
ぬ
る
」
の
語
感
か
ら
す
れ
ば
沼
や
池

な
ど
に
生
え
る
植
物
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か29
。」
と
す
る
。「
引
く
」
は
男
が
女
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を
誘
う
意
、「
ぬ
る
ぬ
る
」
は
「
何
の
抵
抗
も
な
く
滑な
め

ら
か
な
さ
ま
。
物
に
も
心
に
も

い
う
。「
寝ぬ

る
」
の
意
を
懸
け
る
」（『
古
典
集
成30
』）。「
我
に
な
絶
え
そ
ね
」
は
私
と
の

仲
を
絶
や
さ
な
い
で
お
く
れ
の
意
で
、「
な
…
…
そ
」
は
禁
止
、「
ね
」
は
相
手
に
対
し

て
そ
の
行
為
の
実
現
を
誂
え
望
む
意
の
終
助
詞
で
あ
る
。
東
歌
に
は
「
寝
を
先
立
た

ね
」（
三
三
五
三
）、「
紐
結
ば
さ
ね
」（
三
四
二
六
）
そ
の
他
全
部
で
八
例
み
え
る
。「
そ

ね
」
の
形
も
こ
の
例
の
ほ
か
に
「
言
な
絶
え
そ
ね
」（
三
三
八
〇
・
三
三
九
八
）、「
雷
な

鳴
り
そ
ね
」（
三
四
二
一
）
な
ど
、
八
例
が
東
歌
に
み
え
る
。
上
代
だ
け
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
～
し
な
い
で
ほ
し
い
の
意
で
穏
や
か
な
禁
止
を
表
す
。
類
歌
で
は
、

一四・
三四一六	�

上
野
　
可
保
夜
が
沼
の
　
い
は
ゐ
つ
ら
　
引
か
ば
ぬ
れ
つ
つ
　
我
を
な
絶
え
そ
ね
　

	

（
上
野
国
）

一四・
三五〇一	�

安
波
を
ろ
の
　
を
ろ
田
に
生
は
る
　
た
は
み
づ
ら
　
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
　
我
を
言

な
絶
え
　（
未
勘
国
）

の
よ
う
に
地
名
や
植
物
が
変
わ
り
、
語
句
の
小
異
が
あ
る
が
、
発
想
は
類
似
し
て
い
る
。

一四・
三三七九	�

我
が
背
子
を
　
あ
ど
か
も
言
は
む
　
武
蔵
野
の
　
う
け
ら
が
花
の
　
時
な
き
　

も
の
を

「
あ
ど
か
も
言
は
む
」
は
、「
あ
ど
」
は
「
な
ど
」
の
訛
り
で
疑
問
の
副
詞
、
こ
の
私

の
思
い
を
何
と
言
い
表
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。「
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
」
の

三
・
四
句
は
「
時
な
き
」
を
起
こ
す
。
う
け
ら
は
花
が
開
い
て
も
蕾
の
ま
ま
の
形
で
あ

る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

う
け
ら
と
は
香
藥
也
。
と
こ
な
つ
に
花
あ
り
。
つ
ぼ
み
た
る
や
う
に
て
笑
也
。
集
注
爾
雅

曰
、
朮
は
花
あ
り
と
い
へ
ど
、
ひ
ら
け
ざ
る
ご
と
し
と
云
へ
り
。
さ
れ
ば
時
な
き
も
の
を

と
よ
め
り
。

花
が
咲
い
て
も
開
か
な
い
の
と
同
じ
状
態
な
の
で
「
時
な
き
も
の
を
」
と
解
釈
し
て
い

る31
。
水
島
義
治
氏
は
、「
う
け
ら
の
花
は
花
期
が
長
く
、
夏
か
ら
ず
っ
と
秋
の
間
、
長

期
間
咲
い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
時
無
き
」
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る32
」
と
指
摘
す
る
。

「
時
」
だ
け
に
か
か
る
と
み
る
説
（『
略
解33
』・『
古
義34
』・『
新
考35
』・『
全
釋36
』・『
注
釋37
』
な
ど
）

も
あ
る
。「
時
な
き
」
は
い
つ
も
時
を
定
め
ず
常
に
の
意
で
、
わ
が
夫
を
恋
し
く
思
う

気
持
の
絶
え
間
な
い
こ
と
を
い
う
。
類
歌
に
は
、

一四・
三四二二	�

伊
香
保
風
　
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
　
あ
り
と
い
へ
ど
　
我
が
恋
の
み
し
　
時
な
か
り
け
り

4

4

4

4

4

4

二〇・
四三〇一	�

印
南
野
の
　
赤
ら
柏
は
　
時
は
あ
れ
ど
　
君
を
我
が
思
ふ
　
時
は
さ
ね
な
し

4

4

4

4

4

4

の
二
首
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
恋
や
敬
慕
の
思
い
が
絶
え
間
な
い
こ
と
を
歌
う
。

一四・
三三八〇	�

埼
玉
の
　
津
に
居
る
舟
の
　
風
を
疾
み
　
綱
は
絶
ゆ
と
も
　
言
な
絶
え
そ
ね

「
埼
玉
の
津
」
は
行
田
市
あ
た
り
の
利
根
川
の
旧
水
路
に
あ
っ
た
船
着
き
場
、
渡
し

場
で
あ
る
。
風
が
烈
し
い
の
で
、
船
を
繋
ぎ
と
め
て
い
る
舫
い
綱
が
切
れ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
二
人
の
仲
を
絶
や
さ
ず
に
続
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
愛
情
関
係
が
絶
え
な
い

こ
と
を
願
う
。
類
歌
は
、

一四・
三三九八	�

人
皆
の
　
言
は
絶
ゆ
と
も

4

4

4

4

4

4

　
埴
科
の
　
石
井
の
手
児
が
　
言
な
絶
え
そ
ね

4

4

4

4

4

4

　（
信

濃
国
）

と
、
言
が
絶
え
な
い
こ
と
を
希
求
す
る
。

一四・
三三八一	�
夏
麻
引
く
　
宇
奈
比
を
さ
し
て
　
飛
ぶ
鳥
の
　
至
ら
む
と
そ
よ
　
我
が
下
延
へ
し

「
夏
麻
引
く
」
は
、
夏
、
麻
の
皮
を
こ
い
で
績
む
意
、
夏
麻
を
引
く
畝
の
意
で
、「
宇

名
比
」
や
「
海
上
」
の
枕
詞
に
な
る
。「
宇
奈
比
」
は
地
名
と
さ
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。
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『
萬
葉
集
私
注
　
七
』
の
「
東
京
都
内
の
宇
奈
根
が
、
そ
の
遺
名
で
あ
ら
う
と
い
ふ
說

も
あ
る
が
確
か
で
は
な
い38
。」
と
い
う
記
述
を
う
け
て
『
萬
葉
集
注
釋
巻
第
十
四
』
に

多
摩
川
北
岸
の
世
田
谷
区
宇
奈
根
と
、
川
を
挟
ん
で
南
の
川
崎
市
高
津
区
宇
奈
根
の
地

名
が
あ
り
、「
ウ
ナ
ネ
は
ウ
ナ
ヒ
の
轉
じ
た
も
の
で
な
い
か39
」
と
指
摘
す
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
三
三
七
三
の
多
摩
川
に
晒
す
麻
布
の
歌
と
関
係
性
を
も
つ
。
現
在
地
は
未
詳

で
あ
る
が
、「
葦
屋
の
菟
名
日
」（
9
・
一
八
〇
一
）
の
よ
う
に
海
辺
の
地
で
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
る
。
宇
奈
比
を
さ
し
て
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
、
と
上
三
句
を
序
に
し
て
、
思
う

相
手
の
い
る
宇
奈
比
に
至
ら
む
と
、
心
の
中
で
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
、
と
密
か
な

思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
詠
む
。『
增
訂
萬
葉
集
全
註
釋
十
』
に
は
、「
ウ
ナ
ヒ
が
わ

が
思
う
人
の
住
處
で
、
作
者
は
そ
こ
か
ら
離
れ
て
旅
に
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う40
」
と
述

べ
る
。「
夏
麻
引
く
」
は
夏
期
、
麻
を
根
引
き
す
る
意
で
、
労
働
の
苛
酷
さ
か
ら
転
じ
て
、

相
手
を
一
途
に
思
う
心
を
飛
ぶ
鳥
に
喩
え
る
こ
と
で
清
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
。

三
三
七
四
～
三
三
七
七
番
は
武
蔵
野
の
占
術
、
う
け
ら
の
花
や
草
に
寄
せ
て
切
な
い

恋
の
様
々
な
局
面
を
見
事
に
歌
い
上
げ
る
。
武
蔵
国
東
歌
は
序
詞
の
割
合
が
非
常
に
大

き
い
。
遠
藤
宏
氏
は
武
蔵
国
東
歌
の
序
詞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
多
摩
川

に
　
さ
ら
す
手
作
り
　
さ
ら
さ
ら
に
」（
三
三
七
三
）
で
は
「
序
詞
部
分
の
「
さ
ら
す

（
曝
）」
と
心
情
表
出
の
部
分
の
「
さ
ら
さ
ら
に
」
と
は
同
音
の
関
係
に
あ
る
。（
中
略
）

こ
の
同
音
関
係
に
あ
る
語
を
繋
ぎ
と
し
て
結
合
さ
れ
一
首
を
な
し
て
い
る
（
後
略
）」。

「
武
蔵
野
の
　
を
ぐ
き
が
雉
　
立
ち
別
れ
」（
三
三
七
五
）
は
「
序
詞
部
が
「
立
ち
別
れ
」 

と
い
う
一
語
に
譬
喩
的
関
係
と
い
っ
て
よ
い
関
係
で
続
」
い
て
い
る
。「
武
蔵
野
の
う

け
ら
が
花
の
」（
三
三
七
六
・
三
三
七
九
）
は
一
首
の
途
中
に
序
詞
が
置
か
れ
る
。「
武
蔵

野
の
　
草
は
も
ろ
向
き
　
か
も
か
く
も
」（
三
三
七
七
）
は
、「
上
二
句
は
（
中
略
）「
か

も
か
く
も
」
と
い
う
こ
と
ば
を
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
草
の
諸
向
き
の
状
態
が
「
か
も

か
く
も
」
と
い
う
内
面
を
喚
起
し
て
い
る
」。「
入
間
道
の
　
大
屋
が
原
の
　
い
は
ゐ
つ

ら
」（
三
三
七
八
）
も
「
序
詞
部
全
体
と
心
情
表
出
部
全
体
が
結
ば
れ
て
お
り
、
景
か
ら

心
情
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る41
」。
遠
藤
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
序
詞
部
は
当
事
者
の

置
か
れ
た
状
況
や
強
い
心
情
の
表
出
と
関
わ
っ
て
い
る
。
序
詞
「
埼
玉
の
　
津
に
居
る

舟
の
　
風
を
疾
み
」（
三
三
八
〇
）
は
「
綱
は
絶
ゆ
と
も
」
の
状
態
を
引
き
出
し
、
逆
説

的
に
願
望
を
述
べ
る
。
九
首
中
八
首
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
序
詞
は
地
名
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
土
地
の
風
物
や
情
景
と
歌
の
発
想
が
強
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
示
す
。

武
蔵
歌
の
九
首
は
相
模
国
と
上
総
国
の
間
に
入
れ
ら
れ
、
武
蔵
国
が
東
海
道
に
属
す

る
も
の
と
す
る
配
列
で
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
以
降
の
観
念
が
表
れ
て
い
る
。
屋
名

池
誠
氏
は
、「
東
歌
に
反
映
し
た
一
部
の
東
国
方
言
で
は
／
・
子
音
終
わ
り
語
幹
（
四

段
活
用
）
の
動
詞
・
動
詞
型
接
尾
辞
・
助
動
詞
の
已
然
形
／
・
母
音
終
わ
り
語
幹
（
二

段
活
用
）
の
動
詞
・
動
詞
型
接
尾
辞
の
語
幹
末
／
で
、
そ
れ
ぞ
れ
エ
列
乙
類
が
甲
類
に

変
わ
る
と
い
う
形
態
変
化
が
進
行
中
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、「
東
歌
に
反
映
し
た
音

韻
状
況
は
、
防
人
歌
に
反
映
し
た
音
韻
状
況
に
先
立
つ
も
の
」
と
す
る
。
ま
た
、「
東

歌
は
（
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
は
）
現
地
方
言
の
話
者
に
よ
っ
て
音
韻
レ
ベ
ル
で
筆
録
さ

れ
、
方
言
色
（
の
少
な
く
と
も
一
定
部
分
）
は
理
解
不
能
の
た
め
や
む
を
え
ず
残
さ
れ
た

も
の
に
す
ぎ
な
い42
」
と
す
る
。
そ
れ
故
に
当
時
の
東
国
の
言
語
の
様
を
彷
彿
と
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
三
三
七
五
番
の
否
定
辞
ナ
フ
は
陸
奥
（
三
四
二
六
）・
常
陸
（
三
三
九

四
）・
上
野
（
三
四
一
九
）・
下
野
（
四
三
七
八
）・
武
蔵
国
な
ど
足
柄
坂
以
東
の
上
代
日

本
語
の
東
国
方
言
に
用
い
ら
れ
、
現
代
の
否
定
辞
ナ
イ
の
前
身
と
さ
れ
る
。
屋
名
池
氏

は
、
音
韻
・
文
法
面
か
ら
東
国
の
国
別
け
表
示
は
信
頼
で
き
る
も
の
と
し
、「
ナ
フ
」

は
武
蔵
以
北
の
地
域
に
連
続
し
て
分
布
し
て
い
た
も
の43
と
考
察
す
る
。
小
泉
保
氏
は
、

「
八
世
紀
に
お
け
る
古
代
日
本
語
で
は
、
大
和
地
方
を
中
心
と
す
る
西
部
古
代
日
本
語

に
対
し
て
、
関
東
・
東
北
に
基
盤
を
お
く
東
部
古
代
日
本
語
の
方
言
的
差
異
が
認
め
ら
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れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
が
否
定
形
の
「
ぬ
」
と
「
な
ふ
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
代
で

は
「
ン
」
と
「
ナ
イ
」
に
投
影
し
て
い
る44
。」
と
述
べ
る
。
現
代
方
言
の
東
西
の
相
違

は
す
で
に
奈
良
朝
に
は
芽
生
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
防
人
歌
に
み
る
武
蔵

防
人
制
度
は
天
智
紀
三
年
（
六
六
四
）
条ｅ
に
「
是
の
歳
に
、
対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑

紫
国
等
に
、
防
と
烽
と
を
置
く
。」
と
そ
の
は
じ
ま
り
が
記
さ
れ
る
。『
続
日
本
紀
』
天

平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
閏
八
月
条ｇ
に
は
、「
壬
申
、
勅
し
て
曰
は
く
、「
大
宰
府
の
防

人
に
、
頃
年
、
坂
東
の
諸
国
の
兵
士
を
差
し
て
発
遣
せ
り
。
是
に
由
り
て
、
路
次
の
国
、

皆
、
供
給
に
苦
み
て
、
防
人
の
産
業
も
亦
、
弁
済
し
難
し
。
今
よ
り
已
後
は
、
西
海
道

の
七
国
の
兵
士
合
せ
て
一
千
人
を
差
し
て
、
防
人
司
に
充
て
、
式
に
依
り
て
鎮
戍
ら
し

む
べ
し
。（
後
略
）」」
と
記
さ
れ
、
東
国
か
ら
の
防
人
派
遣
を
廃
止
し
た
と
あ
る
。
天

平
十
年
（
七
三
八
）
度
の
周
防
國
正
稅
帳ｓ
に
は
、「
向
京
防
人
參
般
供
給
穎
稻
壹
仟
捌
伯

陸
拾
漆
束
」
と
あ
る
。「
向
京
防
人
」
の
集
団
は
三
般
に
分
か
れ
て
周
防
国
を
通
過
す

る
。
正
税
帳
が
断
簡
で
あ
る
た
め
、
上
般
の
人
数
は
記
さ
れ
な
い
が
、「
中
般
防
人
玖

伯
伍
拾
參
人
」「
後
般
防
人
壹
伯
貳
拾
肆
人
」
と
あ
り
、
二
般
併
せ
て
一
〇
七
七
人
が

京
に
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
岸
俊
男
氏
は
前
後
の
関
係
か
ら
上
般
を
八
〇
〇
人
と

推
量
し
、
こ
れ
に
天
平
十
年
度
の
筑
後
国
正
税
帳
に
記
さ
れ
る
備
前
国
児
島
に
向
か
っ

た
者
を
加
え
、
約
二
三
〇
〇
人
が
防
人
と
し
て
動
員
さ
れ
る
総
数
と
み
る
。
天
平
十
年

度
の
駿
河
國
正
稅
帳ｓ
に
は
、「
舊
防
人
伊
豆
國
貳
拾
貳
人
　
甲
斐
國
參
拾
玖
人
、
相
模

國
貳
伯
參
拾
人
　
安
房
國
參
拾
參
人
　
上
總
國
貮
伯
貳
拾
參
人
　
下
總
國
貳
伯
漆
拾
人
　

常
陸
國
貳
伯
陸
拾
伍
人
　
合
壹
阡
捌
拾
貳
人
」
と
あ
る
。
東
海
道
に
所
属
す
る
国
の
中

で
も
遠
江
・
駿
河
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
東
山
道
に
属
す
る
信
濃
国
、
上
野
国
、
下

野
国
、
武
蔵
国
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
岸
氏
は
「
こ
れ
ら
六
国
の
防
人
が
あ
と
半
分
の

約
一
〇
〇
〇
人
を
占
め
て
い
た
と
推
定
す
る45
」。
仮
に
一
国
の
動
員
割
当
て
が
同
じ
と

す
れ
ば
、
一
国
あ
た
り
一
六
六
名
と
な
る
。
武
蔵
国
か
ら
赴
い
た
防
人
は
約
一
六
六
名

あ
ま
り
と
な
る
。
防
人
の
任
期
は
三
年
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
四
月
壬
辰
の
条ｊ

で
は
、「
東
人
を
差
点
し
て
三
千
に
填
て
む
。」
と
あ
り
、
防
人
の
定
数
を
三
〇
〇
〇
人

と
す
る
。
武
蔵
国
の
防
人
歌
は
次
の
十
二
首
で
あ
る
。

二〇・
四四一三	�

枕
大
刀
　
腰
に
取
り
佩
き
　
ま
か
な
し
き
　
背
ろ
が
ま
き
来
む
　
月
の
知
ら
な
く

	
�

麻
久
良
多
之4

　
己
志
尓
等
里
波
伎
　
麻
可
奈
之
伎
　
西
呂
我
馬
伎
己
無
　
都
久
乃

之
良
奈
久

	

　
右
の
一
首
、
上
丁
那
珂
郡
の
檜
前
舎
人
石
前
が
妻
の
大
伴
部
真
足
女

二〇・
四四一四	�

大
君
の
　
命
恐
み
　
愛
し
け
　
真
子
が
手
離
り
　
島
伝
ひ
行
く

	
�

於
保
伎
美
乃
　
美
己
等
可
之
古
美
　
宇
都
久
之
気
　
麻
古
我
弖
波
奈
利
　
之
末
豆

多
比
由
久

	

　
右
の
一
首
、
助
丁
秩
父
郡
の
大
伴
部
小
歳

二〇・
四四一五	�

白
玉
を
　
手
に
取
り
持
し
て
　
見
る
の
す
も
　
家
な
る
妹
を
　
ま
た
見
て
も
も
や

	
�

志
良
多
麻
乎
　
弖
尓
刀
里
母
之4

弖
　
美
流
乃
須
母
　
伊
弊
奈
流
伊
母
乎
　
麻
多
美

弖
毛
母
也

	

　
右
の
一
首
、
主
張
荏
原
郡
の
物
部
歳
徳

二〇・
四四一六	�

草
枕
　
旅
行
く
背
な
が
　
丸
寝
せ
ば
　
家
な
る
我
は
　
紐
解
か
ず
寝
む

	
�

久
佐
麻
久
良
　
多
比
由
苦
世
奈
我
　
麻
流
祢
世
婆
　
伊
波
奈
流
和
礼
波
　
比
毛
等

加
受
祢
牟

	
　
右
の
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
刀
自
売

二〇・
四四一七	�
赤
駒
を
　
山
野
に
は
が
し
　
捕
り
か
に
て
　
多
摩
の
横
山
　
徒
歩
ゆ
か
遣
ら
む

	
�

阿
加
胡
麻
乎
　
夜
麻
努
尓
波
賀
志4

　
刀
里
加
尓
弖
　
多
麻
能
余
許
夜
麻
　
加
志4

由
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加
也
良
牟

	

　
右
の
一
首
、
豊
島
郡
の
上
丁
椋
椅
部
荒
虫
が
妻
の
宇
遅
部
黒
女

二〇・
四四一八	�

我
が
門
の
　
片
山
椿
　
ま
こ
と
汝
　
我
が
手
触
れ
な
な
　
地
に
落
ち
も
か
も

	
�

和
我
可
度
乃
　
可
多
夜
麻
都
婆
伎
　
麻
己
等
奈
礼
　
和
我
弖
布
礼
奈
ゝ
　
都
知
尓

於
知
母
加
毛

	

　
右
の
一
首
、
荏
原
郡
の
上
丁
物
部
広
足

二〇・
四四一九	�

家
ろ
に
は
　
葦
火
焚
け
ど
も
　
住
み
良
け
を
　
筑
紫
に
至
り
て
　
恋
し
け
思
は
も

	
�

伊
波
呂
尓
波
　
安
之
布
多
気
騰
母
　
須
美
与
気
乎
　
都
久
之
尓
伊
多
里
弖
　
古
布

志
気
毛
波
母

	

　
右
の
一
首
、
橘
樹
郡
の
上
丁
物
部
真
根

二〇・
四四二〇	�

草
枕
　
旅
の
丸
寝
の
　
紐
絶
え
ば
　
我
が
手
と
付
け
ろ
　
こ
れ
の
針
持
し

	
�

久
佐
麻
久
良
　
多
妣
乃
麻
流
祢
乃
　
比
毛
多
要
婆
　
安
我
弖
等
都
気
呂
　
許
礼
乃

波
流
母
志4

	

　
右
の
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
弟
女

二〇・
四四二一	�

我
が
行
き
の
　
息
づ
く
し
か
ば
　
足
柄
の
　
峰
這
ほ
雲
を
見
と
と
偲
は
ね

	
�

和
我
由
伎
乃
　
伊
伎
都
久
之
可
婆
　
安
之
我
良
乃
　
美
祢
波
保
久
毛
乎
　
美
等
登

志
努
波
祢

	

　
右
の
一
首
、
都
筑
郡
の
上
丁
服
部
於
由

二〇・
四四二二	�

我
が
背
な
を
　
筑
紫
へ
遣
り
て
　
愛
し
み
　
帯
は
解
か
な
な
　
あ
や
に
か
も
寝
も

	
�

和
我
世
奈
乎
　
都
久
之
倍
夜
里
弖
　
宇
都
久
之
美
　
於
妣
波
等
可
奈
ゝ
　
阿
也
尓

加
母
祢
毛

	

　
右
の
一
首
、
妻
の
服
部
砦
女

二〇・
四四二三	�

足
柄
の
　
み
坂
に
立
し
て
　
袖
振
ら
ば
　
家
な
る
妹
は
　
さ
や
に
見
も
か
も

	
�

安
之
我
良
乃
　
美
佐
可
尓
多
志4

弖
　
蘇
埿
布
良
婆
　
伊
波
奈
流
伊
毛
波
　
佐
夜
尓

美
毛
可
毛

	

　
右
の
一
首
、
埼
玉
郡
の
上
丁
藤
原
部
等
母
麻
呂

二〇・
四四二四	�

色
深
く
　
背
な
が
衣
は
　
染
め
ま
し
を
　
み
坂
賜
ら
ば
　
ま
さ
や
か
に
見
む
　

	
�

伊
呂
夫
可
久
　
世
奈
我
許
呂
母
波
　
曾
米
麻
之
乎
　
美
佐
可
多
婆
良
婆
　
麻
佐
夜

可
尓
美
無

	

　
右
の
一
首
、
妻
の
物
部
刀
自
売

	

　
二�

月
二
十
九
日
に
、
武
蔵
国
の
部
領
防
人
使
掾
正
六
位
上
安
曇
宿
禰
三
国
が
進

る
歌
の
数
二
十
首
。
た
だ
し
、
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。

四
四
二
四
番
の
左
注
に
よ
れ
ば
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
平
勝
寶
七
歳
（
七
五
五
）

二
月
の
交
替
の
東
国
防
人
の
歌
で
あ
る
。
三
月
一
日
を
交
替
の
日
と
し
、
難
波
に
集
結

し
た
東
国
十
カ
国
の
防
人
た
ち
の
歌
八
十
四
首
の
う
ち
、
武
蔵
国
は
十
二
首
を
載
せ
る

が
そ
の
う
ち
六
首
が
妻
の
歌
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

妻
が
歌
っ
た
う
ち
四
首
が
夫
の
歌
と
並
べ
て
載
せ
ら
れ
る
。
語
句
の
響
き
合
い
が
う

か
が
わ
れ
る
の
は
四
四
一
五
と
四
四
一
六
番
、
四
四
二
三
と
四
四
二
四
番
で
あ
る
が
、

相
手
の
句
を
と
り
入
れ
て
詠
む
都
人
の
唱
和
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
。

す
で
に
岸
俊
男
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
防
人
歌
の
配
列
順
序
が
一
定
の
基
準
に
基

づ
い
て
い
る
も
の
と
み
て
、
武
蔵
で
は
上
丁
（
妻
）
⑴
―
助
丁
⑴
―
主
帳
⑴
―
上
丁
⑸

の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
各
国
の
防
人
集
団
に
は
国
造
丁
（
国
造
）
―
助
丁
―
主
帳

丁
（
帳
丁
・
主
帳
）
―
（
火
長
）
―
上
丁
（
防
人
）
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
推
察
す

る
。
丁
は
軍
防
令
に
兵
士
は
「
同
戸
之
内
毎
二
三
丁
一
取
二
一
丁
一
」（
兵
士
簡
点
条
）
に

あ
る
丁
に
通
じ
る
と
み
る46
。
東
国
の
防
人
集
団
は
最
も
多
く
て
三
〇
〇
人
以
下
、
少
な

い
場
合
は
二
〇
―
三
〇
人
の
こ
と
も
あ
り
、
国
造
丁
は
一
名
、
助
丁
・
主
帳
も
そ
れ
ぞ

れ
一
名
も
し
く
は
二
名
ず
つ
、
人
数
の
少
な
い
場
合
に
は
そ
の
中
の
あ
る
も
の
を
欠
く
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こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
下
に
一
般
の
防
人
兵
士
（
上
丁
）
が
あ
り
、
そ

の
十
人
ご
と
一
組
の
長
と
し
て
火
長
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
武
蔵
国
で
は
、
国

造
丁
に
あ
た
る
者
の
歌
は
載
せ
ら
れ
ず
、
助
丁
（
秩
父
）
大
伴
部
小
歳
―
主
帳
丁
（
荏

原
）
物
部
歳
徳
―
火
長
（
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
）
―
上
丁
（
那
珂
）
檜
前
舎
人
石
前
・

（
豊
島
）
椋
椅
部
荒
虫
・（
荏
原
）
物
部
広
足
・（
橘
樹
）
物
部
真
根
・（
都
筑
）
服
部
於

由
・（
埼
玉
）
藤
原
部
等
母
麻
呂
の
名
が
み
ら
れ
る
。
武
蔵
国
の
防
人
は
大
伴
部
、
物

部
な
ど
の
者
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
防
人
歌
は
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
当
時
の
東
国
方
言
の
訛
音
を
伝
え
て
い
る
。
迫
野
虔
徳
氏
は
「
武
蔵
国
に

は
、
訛
形
の
場
合
を
除
い
て
、
特
殊
仮
名
遣
い
の
関
係
音
節
は
六
十
余
例
あ
る
が
、
そ

の
う
ち
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
「
都
久
之
倍
夜
里
弖
」（
筑
紫
へ
、
四
四

二
二
）
の
一
例
だ
け
で
あ
る47
。」
と
指
摘
す
る
。
武
蔵
国
で
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
が

正
確
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

二〇・
四四一三	�

麻
久
良
多
之4

　
己
志
尓
等
里
波
伎
　
麻
可
奈
之
伎
　
西
呂
我
馬
伎
己
無
　
都
久
乃

之
良
奈
久

「
枕
大
刀
」「
ま
か
な
し
き
」「
背
ろ
が
ま
き
来
む
」
の
よ
う
に
マ
音
が
重
ね
ら
れ
、

引
き
離
さ
れ
る
よ
う
に
旅
立
っ
た
夫
が
再
び
戻
っ
て
く
る
日
が
わ
か
ら
な
い
と
歌
う
妻

の
哀
切
さ
が
漂
う
。「
枕
大
刀
」
の
タ
シ4

は
タ
チ4

の
訛
り
、
寝
る
と
き
に
枕
元
に
置
く

こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
称
し
た
か
と
い
わ
れ
る
。
カ
ナ
シ
は
愛
憐
の
意
で
三
三
五
一
番

に
も
用
い
ら
れ
る
。
背
ろ
の
「
ろ
」
は
親
愛
の
接
尾
辞
、
東
国
方
言
で
三
三
七
五
番
に

も
み
え
る
。「
ま
き
来
む
」
は
原
文
「
馬
伎
己
無
」。
マ
キ
は
難
解
で
、
メ
キ
と
訓
む
説

（『
古
典
文
学
大
系48
』・『
注
釋49
』・『
新
古
典
文
学
大
系50
』
等
）
も
あ
る
。
諸
説
が
あ
り
、『
萬

葉
代
匠
記
』
初
稿
本
は
「
め
き
こ
ん
は
、
ま
き
こ
ん
な
り
。
ま
き
は
罷
の
字
に
て
、
ま

か
り
歸
こ
ん
の
心
な
り51
」
と
す
る
。『
萬
葉
集
全
歌
講
義
　
第
十
巻
』
に
あ
る
よ
う
に

「
マ
カ
リ
コ
ム
（
罷
り
来
む
）」
の
意52
、
と
み
ら
れ
る
。「
ツ
ク
」
は
「
ツ
キ
」
の
訛
り
、

「
知
ら
な
く
」
は
、「
知
ら
ず
」
の
ク
語
法
で
あ
る
。
檜
前
舎
人
は
檜
前
舎
人
部
の
略
で
、

檜
前
廬
入
宮
を
宮
と
し
た
宣
化
天
皇
の
名
代
部
と
み
ら
れ
る
。
大
伴
部
真
足
女
は
そ
の

妻
で
あ
る
が
、
武
蔵
国
は
妻
の
歌
六
首
を
採
録
し
、
他
の
国
に
比
し
て
異
例
で
あ
る
。

夫
の
歌
は
載
せ
ら
れ
な
い
。
四
四
二
四
番
の
左
注
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
拙
劣
歌
ゆ
え

に
除
か
れ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
出
立
の
場
で
夫
婦
が
詠
み
交
わ
し
た
歌
で
あ
ろ
う

か
。

二〇・
四四一四	�

於
保
伎
美
乃
　
美
己
等
可
之
古
美
　
宇
都
久
之
気
　
麻
古
我
弖
波
奈
利
　
之
末
豆

多
比
由
久

こ
の
歌
に
は
、
海
路
の
不
安
を
詠
む
。
作
者
が
大
伴
部
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
る
の
か
、

防
人
の
中
に
「
大
君
の
命
恐
み
」
と
詠
め
る
ほ
ど
の
思
想
的
統
制
が
と
れ
る
階
層
が
存

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
多
田
一
臣
氏
は
こ
の
こ
と
ば
に
「
王
権
の
権
威
を
奉
ず
る
こ

と
の
自
負
と
そ
の
絶
対
性
に
対
す
る
あ
き
ら
め
に
も
似
た
服
従
の
気
持
ち
」
の
二
重
性

を
み
る53
。「
真
子
」
は
愛
す
べ
き
若
い
娘
の
意
で
、
異
郷
を
旅
行
く
不
安
を
和
ら
げ
て

く
れ
る
の
が
、
家
に
居
て
案
じ
て
く
れ
る
愛
す
る
妻
と
の
紐
帯
で
あ
っ
た
。「
真
子
」

に
は
「
古
ゆ
　
語
り
継
ぎ
つ
る
　
う
ぐ
ひ
す
の
　
現
し
真
子
か
も
」（
19
・
四
一
六
六
）

の
よ
う
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
う
ぐ
い
す
の
愛
を
受
け
て
育
っ
た
子
と
い
う
例
が
あ
る
。

「
は
な
り
」
は
「
は
な
れ
」
の
訛
り
で
あ
る
。
四
三
三
八
番
の
場
合
と
同
じ
く
、
助
丁

の
階
級
で
あ
り
な
が
ら
、
一
般
兵
士
上
丁
よ
り
も
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

二〇・
四四一五	�
志
良
多
麻
乎
　
弖
尓
刀
里
母
之4

弖
　
美
流
乃
須
母
　
伊
弊
奈
流
伊
母
乎
　
麻
多
美

弖
毛
母
也

「
白
玉
を
手
に
取
り
持
し
て
」
の
「
持
し
て
」
は
「
持
ち
て
」
の
訛
り
、
中
央
方
言
の
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「
～
如な

す
」
に
相
当
す
る
「
～
ノ
ス
」
が
出
て
く
る
。
夫
は
「
イ
ヘ
な
る
妹
」
と
言
う

が
、
妻
は
「
イ
ハ
な
る
我
」
と
返
す
。
夫
は
中
央
語
形
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際

は
手
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
「
白
玉
」
を
手
に
取
り
持
っ
て
愛
お
し
む
よ
う
に
、

家
に
再
び
戻
っ
て
来
て
妻
を
見
た
い
と
い
う
心
情
が
歌
わ
れ
て
い
る
。「
ま
た
見
て
も

も
や
」
の
テ
モ
は
テ
ム
の
訛
り
、
モ
ヤ
は
詠
嘆
の
終
助
詞
で
あ
ろ
う
が
、
類
例
が
な
い
。

二〇・
四四一六	�

久
佐
麻
久
良
　
多
比
由
苦
世
奈
我
　
麻
流
祢
世
婆
　
伊
波
奈
流
和
礼
波
　
比
毛
等

加
受
祢
牟

旅
中
の
夫
の
旅
の
丸
寝
に
対
し
て
、「
紐
解
か
ず
寝
む
」
と
、
夫
の
苦
労
を
偲
び
つ

つ
、
変
わ
ら
ぬ
愛
情
を
誓
う
。
旅
行
く
君
が
丸
寝
を
す
る
な
ら
ば
、
家
に
い
る
私
は
紐

を
解
か
ず
に
寝
よ
う
、
と
労
苦
を
分
か
ち
合
い
、
少
し
で
も
夫
の
苦
し
い
旅
に
近
づ
こ

う
と
し
て
い
る
心
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。
四
一
一
三
番
で
も
「
丸
寝
」
が
詠
ま
れ
る
。

二〇・
四四一七	�

阿
加
胡
麻
乎
　
夜
麻
努
尓
波
賀
志4

　
刀
里
加
尓
弖
　
多
麻
能
余
許
夜
麻
　
加
志4

由

加
也
良
牟

「
赤
駒
」（
栗
毛
の
馬
）
が
詠
ま
れ
る
。
そ
れ
を
山
野
に
放
し
捕
ま
え
る
こ
と
が
出
来

ず
、
夫
を
徒
歩
で
旅
立
た
せ
る
辛
さ
を
詠
う
。
軍
防
令ｔ
に
は
「
凡
そ
防
人
防
に
向
は
む
、

若
し
家
人
、
奴
婢
及
び
牛
馬
、
将
て
行
か
む
と
欲
ふ
こ
と
有
ら
ば
、
聴
せ
。」
と
あ
る
。

「
山
野
に
は
が
し
」
の
ハ
ガ
シ
は
ハ
ガ
チ
の
訛
り
。
ハ
ガ
ツ
は
ハ
ナ
ツ
と
同
義
と
さ
れ

て
い
る
。
厩
牧
令ｔ
に
は
「
皆
十
一
月
上
旬
よ
り
起
り
て
乾
た
る
を
飼
へ
。
四
月
上
旬
よ

り
は
青
き
を
給
へ
。」
と
あ
る
。
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
正
月
下
旬
か
二
月
初
め
は
放
牧

期
で
は
な
い
。『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
十
』
は
「
夫
を
徒
歩
で
旅
立
た
せ
る
辛
さ
の

余
り
に
、
殊
更
に
季
節
を
無
視
し
て
詠
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
、
又
馬
な
ど
飼
っ
て
い
な

か
っ
た
か
も
知
れ
」
な
い54
と
指
摘
す
る
。
捕
り
か
に
て
の
カ
ニ
テ
は
カ
ネ
テ
の
訛
り
で
、

逃
げ
た
馬
は
捕
ら
え
に
く
く
な
す
術
が
な
い
。「
多
摩
の
横
山
」
に
つ
い
て
『
全
釋
』

は
、「
そ
れ
は
今
の
八
王
子
市
の
西
南
に
接
し
、
多
摩
御
陵
に
近
い
地
點
に
あ
る
橫
山

の
こ
と
で
あ
ら
う
。
併
し
こ
れ
ら
の
武
藏
國
の
防
人
等
が
、
當
時
の
國
府
卽
ち
今
の
府

中
に
集
合
し
て
、
相
模
路
を
取
つ
て
東
海
衟
を
進
む
と
す
る
と
（
中
略
）、
直
ち
に
多
摩

川
を
渡
つ
て
南
進
す
る
筈
で
（
中
略
）
橫
山
も
多
摩
川
の
南
岸
の
丘
陵
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ55
」
と
す
る
。『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
十
』
は
「
東
京
都
府
中
市
の
南
、
南
多
摩

郡
多
摩
町
の
丘
陵
地
帯
」
で
、「
こ
の
地
は
、
作
者
ら
の
住
む
豊
島
郡
か
ら
二
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ば
か
り
西
南
に
当
た
る56
」
と
す
る
。
徒
歩
の
カ
シ
は
カ
チ
の
訛
り
で
、
ユ
は

手
段
・
方
法
を
表
す
。
カ
…
ム
は
詠
嘆
的
疑
問
を
示
し
、「
か
ら
ま
る
君
を
は
か
れ
か

行
か
む
」（
20
・
四
三
五
二
　
上
総
国
）、「
弓
の
み
た
さ
寝
か
渡
ら
む
」（
20
・
四
三
九
四
　

下
総
国
）
の
例
が
あ
る
。

二〇・
四四一八	�

和
我
可
度
乃
　
可
多
夜
麻
都
婆
伎
　
麻
己
等
奈
礼
　
和
我
弖
布
礼
奈
ゝ
　
都
知
尓

於
知
母
加
毛

わ
が
門
の
「
片
山
椿
」
は
、
家
に
残
し
て
い
く
妻
、
相
手
の
女
性
を
喩
え
る
。「
我

が
手
触
れ
な
な
」
の
ナ
ナ
は
～
し
な
い
で
の
意
の
東
国
語
法
で
あ
る
。
上
の
ナ
は
打
消

し
を
表
す
が
、
下
の
ナ
は
語
義
未
詳
と
さ
れ
る
。「
な
な
」
は
、
打
消
の
助
動
詞
「
な
」 

に
願
望
の
助
詞
「
な
」
が
接
し
た
も
の
（『
古
典
集
成57
』）
と
す
る
説
、「「
ナ
ナ
」
は

「
ナ
ニ
」
の
訛
り
。「
な
」
は
打
消
。「
に
」
は
接
続
助
詞
で
、
…
し
な
い
の
に
、
…
し

な
い
で
、
の
意
」（『
万
葉
集
全
解
　
７58
』）
か
と
も
さ
れ
る
。「
新
田
山
嶺
に
は
付
か
な

な
」（
14
・
三
四
〇
八
　
上
野
国
）、「
う
ら
が
れ
せ
な
な
常
葉
に
も
が
も
」（
14
・
三
四
三
六
　

上
野
国
）、「
か
く
す
す
そ
寝
な
な
な
り
に
し
」（
14
・
三
四
八
七
）、「
忘
れ
は
せ
な
な
い

や
思
ひ
増
す
に
」（
14
・
三
五
五
七
）、「
帯
は
解
か
な
な
あ
や
に
か
も
寝
も
」（
20
・
四
四

二
二
　
武
蔵
国
）、「
結
（
叡
比
）
は
解
か
な
な
あ
や
に
か
も
寝
む
」（
20
・
四
四
二
八
）
な
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ど
の
例
が
あ
る
。「
ナ
ナ
」
は
防
人
歌
で
武
蔵
に
二
例
現
れ
て
い
る
。
解
釈
不
定
の
三

四
〇
八
「
ネ
ニ
ハ
ツ
カ
ナ
ナ
」
も
こ
の
例
だ
と
す
る
と
、「
ナ
ナ
」
の
分
布
は
「
ナ
フ
」 

の
分
布
域
に
含
ま
れ
る
。「
ナ
フ
」「
ナ
ナ
」
と
も
に
動
詞
の
否
定
を
表
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
用
例
が
あ
ま
り
に
僅
少
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
形
変
化
の
あ
り
方

は
わ
か
ら
な
い
。
特
に
「
ナ
ナ
」
の
後
ろ
側
の
ナ
の
意
味
・
機
能
や
そ
の
文
法
的
性
格

は
不
明
で
あ
る
。「
地
に
落
ち
も
か
も
」
の
落
チ
モ
は
落
チ
ム
の
訛
り
。
地
に
落
つ
は

空
し
く
な
る
意
を
含
む
。
モ
（
ム
）
カ
モ
は
、
未
来
を
詠
嘆
的
に
推
量
す
る
語
法
で
、

自
分
の
留
守
中
に
女
が
他
の
男
の
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
表
し
て
い
る
。

片
山
が
山
の
傾
斜
地
を
さ
す
の
な
ら
ば
、
そ
こ
に
生
え
る
椿
は
女
の
置
か
れ
た
危
う
げ

な
状
況
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
椿
が
地
に
落
ち
る
と
い
う
形
容
は
椿
の
花
が
花
の
形
を

留
め
た
ま
ま
地
面
に
落
ち
る
風
情
を
捉
え
て
お
り
、
男
の
危
惧
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

二〇・
四四一九	�

伊
波
呂
尓
波
　
安
之
布
多
気
騰
母
　
須
美
与
気
乎
　
都
久
之
尓
伊
多
里
弖
　
古
布

志
気
毛
波
母

イ
ハ
は
イ
ヘ
の
訛
り
、
ア
シ
フ
は
ア
シ
ヒ
の
訛
り
で
あ
る
。
武
蔵
の
沼
沢
付
近
で
は
、

屋
内
で
干
し
た
葦
を
焚
き
と
て
も
住
み
よ
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
た
と

え
煤
け
て
は
い
て
も
、
こ
の
男
に
は
我
家
は
住
み
よ
い
の
で
あ
る
。
良
ケ
は
良
キ
の
訛

り
、
筑
紫
に
着
い
て
か
ら
恋
し
く
思
う
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。「
恋

し
け
思
は
も
」
コ
フ
シ
ケ
モ
ハ
モ
は
、「
恋
し
く
思
は
む
」
コ
ヒ
シ
ク
モ
ハ
ム
の
東
国

形
か
（『
古
典
集
成59
』）、
と
さ
れ
る
。
家
で
は
葦
火
を
焚
い
て
は
い
る
が
住
み
よ
い
も
の

を
、
筑
紫
に
着
い
て
か
ら
恋
し
く
思
う
だ
ろ
う
な
あ
、
と
誰
も
が
思
う
普
遍
的
な
感
情

を
表
出
し
て
い
る
。

二〇・
四四二〇	�

久
佐
麻
久
良
　
多
妣
乃
麻
流
祢
乃
　
比
毛
多
要
婆
　
安
我
弖
等
都
気
呂
　
許
礼
乃

波
流
母
志4

旅
の
丸
寝
の
紐
を
縫
い
付
け
た
糸
が
切
れ
た
ら
、「
我
が
手
と
付
け
ろ
」
は
我
が
手

と
思
っ
て
、「
こ
れ
の
針
持
し
」
こ
れ
の
針
を
も
っ
て
付
け
な
さ
い
、
と
妻
は
針
に
思

い
を
託
す
。
ハ
ル
モ
シ
は
ハ
リ
モ
チ
の
訛
り
で
あ
る
。
夫
婦
は
別
れ
に
際
し
て
、
互
い

に
相
手
の
紐
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魂
を
結
い
込
め
無
事
を
願
っ
た
。
旅
先
で
糸
が
切

れ
て
も
、
自
分
が
縫
い
付
け
て
や
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
せ
め
て
も
の
思
い
で
、
夫
に

貴
重
な
針
を
手
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二〇・
四四二一	�

和
我
由
伎
乃
　
伊
伎
都
久
之
可
婆
　
安
之
我
良
乃
　
美
祢
波
保
久
毛
乎
　
美
等
登

志
努
波
祢

「
我
が
行
き
」
は
私
の
筑
紫
へ
の
旅
、
イ
キ
ヅ
ク
シ
カ
バ
は
イ
キ
ヅ
カ
シ
カ
バ
の
訛

り
で
、「
息
づ
か
し
」
は
溜
息
を
つ
く
ほ
ど
苦
し
い
意
の
形
容
詞
で
あ
る
。
ハ
ホ
は
ハ

フ
の
訛
り
で
、
峰
に
這
う
よ
う
に
か
か
る
雲
を
見
て
遠
く
の
も
の
を
偲
ば
せ
る
意
で
あ

る
。
防
人
た
ち
は
東
海
道
を
経
由
し
て
足
柄
峠
を
越
え
て
い
っ
た
。
見
ト
ト
は
見
ツ
ツ

の
訛
り
、「
偲
は
ね
」
は
偲
ん
で
お
く
れ
、
の
意
で
私
の
旅
立
ち
で
離
れ
て
逢
え
な
い

こ
と
が
た
め
息
が
出
る
く
ら
い
苦
し
か
っ
た
な
ら
、
足
柄
の
峰
に
か
か
っ
て
い
る
雲
を

見
な
が
ら
私
を
偲
ん
で
お
く
れ
、
と
妻
に
希
求
し
て
い
る
。

二〇・
四四二二	�

和
我
世
奈
乎
　
都
久
之
倍
夜
里
弖
　
宇
都
久
之
美
　
於
妣
波
等
可
奈
ゝ
　
阿
也
尓

加
母
祢
毛

「
背
な
」
の
ナ
は
親
愛
の
情
を
示
す
接
尾
辞
で
あ
る
。
私
の
夫
を
筑
紫
へ
「
遣
り
て
」 

に
は
、
防
人
に
強
制
的
に
徴
発
さ
れ
て
、
行
か
せ
た
く
な
い
の
に
行
か
せ
る
意
が
こ
も

る
。「
愛
し
み
」
は
「
愛
し
」
の
ミ
語
法
で
、
夫
に
対
す
る
妻
の
切
な
い
思
い
が
伝
わ

る
。「
帯
は
解
か
な
な
」
の
ナ
ナ
は
四
四
一
八
番
で
も
触
れ
た
が
、
ア
ヤ
ニ
カ
モ
の
理
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屈
を
越
え
た
夫
へ
の
愛
情
と
響
き
合
い
、「
寝
も
」
に
続
く
。「
寝
も
」
は
「
寝
む
」
の

訛
り
で
、
家
に
い
な
が
ら
帯
も
解
か
ず
に
丸
寝
を
す
る
我
が
心
の
不
思
議
さ
を
歌
う
。

二〇・
四四二三	�
安
之
我
良
乃
　
美
佐
可
尓
多
志4

弖
　
蘇
埿
布
良
婆
　
伊
波
奈
流
伊
毛
波
　
佐
夜
尓

美
毛
可
母

二〇・
四四二四	�

伊
呂
夫
可
久
　
世
奈
我
許
呂
母
波
　
曾
米
麻
之
乎
　
美
佐
可
多
婆
良
婆
　
麻
佐
夜

可
尓
美
無

四
四
二
三
番
と
四
四
二
四
番
は
、
旅
の
途
中
に
あ
る
夫
と
家
な
る
妻
の
魂
の
通
い
を

歌
う
。
四
四
二
三
番
で
は
「
足
柄
の
み
坂
」
と
東
海
道
の
難
所
足
柄
峠
を
越
え
る
際
の

「
袖
振
り
」
を
歌
う
。「
立
し
て
」
は
「
立
ち
て
」
の
訛
り
、「
袖
振
ら
ば
」
は
袖
を
振

っ
た
な
ら
ば
、
の
意
で
あ
る
。「
坂
」
は
こ
の
世
と
他
界
と
の
境
界
で
あ
り
、
神
霊
が

支
配
す
る
危
険
な
場
所
と
さ
れ
、
旅
人
は
生
命
を
奪
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
袖
振
り
」
を
し
て
、
妻
の
魂
と
の
交
流
を
は
か
り
、
そ
の
加
護
を
祈
る
。
上
野
国
の

歌
「
日
の
暮
れ
に
碓
氷
の
山
を
越
ゆ
る
日
は
背
な
の
が
袖
も
さ
や
に
振
ら
し
つ
」

（
14
・
三
四
〇
二
）
に
も
袖
振
り
に
よ
る
夫
と
妻
の
魂
の
交
流
が
詠
ま
れ
る
。
イ
ハ
は
イ

へ
の
訛
り
、
サ
ヤ
は
視
覚
に
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
る
こ
と
、「
見
も
か
も
」
は
「
見

む
か
も
」
の
訛
り
で
、
カ
モ
は
詠
嘆
的
疑
問
を
表
す
。
埼
玉
郡
か
ら
足
柄
峠
ま
で
は
実

際
に
は
見
え
な
い
が
、「
み
坂
」
で
の
袖
振
り
は
旅
に
出
た
夫
と
、
家
に
あ
る
妻
の
魂

の
連
帯
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
家
に
い
る
妻
は
は

っ
き
り
と
見
る
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
夫
の
心
を
汲
み
取
っ
た
よ
う
に
、
妻
は
四
四

二
四
番
で
、
色
濃
く
夫
の
衣
は
染
め
れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
、「
ま
し
」
は
反
実
仮
想

な
の
で
実
際
に
は
染
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
西
進
氏
は
「「
紅
の
濃
染
」
な
る
語

あ
り
。
そ
の
種
の
濃
い
色
を
い
う
か
」（『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付60
』）
と
述
べ
る
。
ま
た
、

木
下
正
俊
氏
は
、「
無
位
の
防
人
た
ち
は
、
皂く
り

染ぞ
め

即
ち
櫟く
ぬ
ぎの
実
で
染
め
鉄
媒
染
で
黒
く

発
色
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
橡
つ
る
ば
み

染
め
を
着
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
鉄
分
が
不
足

し
て
色
が
淡
か
っ
た
の
で
い
う
か61
。」
と
記
す
。「
深
き
染
め
」
な
ら
ば
、
木
下
氏
の
見

解
に
な
ろ
う
。「
み
坂
賜
ら
ば
」
の
タ
バ
ル
は
タ
マ
ハ
ル
の
約
で
、
通
行
を
足
柄
峠
の

神
に
許
さ
れ
た
な
ら
ば
、「
さ
や
か
に
」
は
っ
き
り
と
見
え
る
で
し
ょ
う
に
、
と
歌
っ

て
い
る
。
あ
な
た
が
袖
を
振
る
と
知
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
濃
き
色
に
染
め
ま
し
た
も

の
を
と
、
馴
染
ん
だ
夫
婦
の
情
の
通
い
が
う
か
が
わ
れ
る
。

武
蔵
国
の
防
人
歌
に
は
傍
点
を
施
し
た
よ
う
に
、
本
来
「
知
」
類
の
仮
名
で
書
か
れ

る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
斯
」
類
の
仮
名
で
写
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。「
麻
久
良
多
之4

」（
枕

刀
　
四
四
一
三
）、「
刀
里
母
之4

弖
」（
取
り
持
ち
て
　
四
四
一
五
）、「
波
賀
志4

」（
放
ち
　
四

四
一
七
）、「
加
志4

」（
徒
歩
　
四
四
一
七
）、「
母
志4

」（
持
ち
　
四
四
二
〇
）、「
多
志4

弖
」

（
立
ち
て
　
四
四
二
三
）
で
あ
る
。
有
坂
秀
世
氏
は
こ
の
現
象
に
つ
い
て
「
ち
」（ti

）
の

破
裂
音
が
東
国
で
は
や
く
破
擦
音
化
し
て
、
斯
類
の
仮
名
で
写
さ
れ
た
右
の
方
音
が
、

t∫i  tsi

の
よ
う
な
音
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る62
。
ま
た
、
迫
野
虔
徳
氏
は
、

防
人
歌
に
は
「
月
」
を
「
ツ
ク
」（
都
久4

　
四
四
一
三
）、「
葦
火
」
を
「
ア
シ
フ
」（
安
之

布4

　
四
四
一
九
）、「
針
」
を
「
ハ
ル
」（
波
流4

　
四
四
二
〇
）
の
よ
う
に
イ
段
音
を
ウ
段
音

に
し
た
表
記
例
が
常
陸
・
下
野
・
下
総
・
武
蔵
に
み
ら
れ
、
こ
の
例
は
「
チ
」
を

「
シ
」
に
す
る
表
記
例
を
持
つ
国
に
限
ら
れ
て
お
り
、
中
央
出
身
の
筆
録
者
に
よ
っ
て

記
録
さ
れ
た
も
の
と
結
論
付
け
る63
。
訛
音
を
正
確
に
書
き
留
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
う

か
が
え
る
。

屋
名
池
誠
氏
は
「
防
人
歌
は
中
央
方
言
の
耳
を
も
っ
た
話
者
が
音
声
レ
ベ
ル
で
筆
録

し
た
も
の
」
で
あ
り
、「
東
国
方
言
は
、
イ
列
・
エ
列
の
甲
類
・
乙
類
が
中
央
方
言
に

先
立
っ
て
合
流
し
つ
つ
あ
っ
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
こ
と
を
の
ぞ
け
ば
、
音
韻
レ
ベ
ル

で
は
中
央
方
言
と
さ
ほ
ど
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
」
が
、「
武
蔵
方
言
・
下
野
方

言
で
は
イ
列
は
や
や
中
舌
的
な
音
色
を
有
し
、
子
音
の
口
蓋
化
が
な
い
と
、
ウ
列
に
か
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な
り
近
く
聞
こ
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、「
防
人
歌
の
上
進
さ

れ
た
国
を
、
東
山
道
の
信
濃
か
ら
隣
接
す
る
東
海
道
の
遠
江
へ
、
さ
ら
に
東
海
道
諸
国

を
東
へ
と
並
べ
、
も
と
は
東
山
道
所
属
で
宝
亀
二
（
七
七
一
）
年
（
防
人
歌
採
録
の
天
平

勝
宝
七
（
七
五
五
）
年
の
一
六
年
後
）
東
海
道
に
編
入
さ
れ
た
武
蔵
を
介
し
て
、
そ
の
後
ろ

に
の
こ
り
の
東
山
道
諸
国
を
東
か
ら
西
へ
と
並
べ
て
み
る
と
、
隣
接
す
る
国
ど
う
し
で

同
じ
方
言
的
特
徴
が
き
れ
い
に
連
続
し
て
ゆ
き
、
一
定
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
」、「
古
来
の
人
的
交
流
の
あ
り
か
た
を
反
映
し
て
い
る
」
と
い
う
。
武
蔵

国
荏
原
郡
に
お
い
て
夫
の
歌
は
イ
ヘ
、
妻
の
歌
は
イ
ハ
で
あ
る
。
夫
婦
の
間
に
相
違
を

見
せ
る
「
家
」
に
つ
い
て
、「《
家
》
に
あ
た
る
語
が
イ
ヘ
で
あ
る
か
、
イ
ハ
で
あ
る
か

の
境
界
は
武
蔵
国
の
中
を
走
っ
て
い
る
ら
し
い
。
現
在
の
二
十
三
区
西
南
部
に
あ
た
る

荏
原
郡
の
よ
う
な
武
蔵
東
部
は
、
下
総
国
と
連
な
る
イ
ヘ
の
使
用
域
で
あ
り
、
埼
玉
郡

や
現
在
の
川
崎
周
辺
に
あ
た
る
橘
樹
郡
の
よ
う
な
武
蔵
北
部
・
西
部
は
上
野
・
下
野
両

国
に
連
な
る
イ
ハ
の
使
用
域
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。」
と
武
蔵
国
の
音
声
の
特
徴
を
記
す
。

ま
た
筆
録
に
際
し
て
「
事
前
に
「
聞
い
た
通
り
に
記
せ
」
と
い
う
明
示
的
な
指
示
が
統

一
的
に
与
え
ら
れ
て
い
た
」
と
み
る64
。「
ナ
フ
」
と
語
源
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
「
ナ
ナ
」、「
チ
」
を
「
シ
」
に
す
る
表
記
例
や
イ
段
音
を
ウ
段
音
に
す
る
表

記
例
、
四
四
一
五
番
の
「
ノ
ス
」、
四
四
一
五
番
に
み
ら
れ
る
イ
ヘ
と
四
四
一
六
番
に

み
ら
れ
る
イ
ハ
は
、
微
細
な
例
で
あ
る
が
、
武
蔵
国
の
防
人
の
音
声
を
今
に
伝
え
て
い

る
。

お
わ
り
に

武
蔵
国
の
東
歌
と
防
人
歌
か
ら
奈
良
時
代
の
人
々
の
生
活
や
心
情
表
現
を
み
て
き
た
。

世
田
谷
が
関
わ
る
の
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
二
十
一
首
か
ら

古
代
の
世
田
谷
の
暮
ら
し
を
想
像
す
る
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
多
摩
丘
陵
や
多
摩
川

を
生
活
の
拠
り
所
と
し
、
遠
く
に
富
士
の
嶺
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
彼
方
に
寺
院
の
塔
を
望

む
。
山
野
を
切
り
開
き
、
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
平
凡
な
恋
を
し
、
草
木
や
花
に
心
を
寄

せ
て
人
間
の
営
為
と
し
て
心
情
を
表
出
す
る
。
五
音
・
七
音
を
指
を
折
っ
て
数
え
な
が

ら
見
よ
う
見
ま
ね
で
綴
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
税
を
取
り
立
て
ら
れ
る
貧
し
い
生
活
、

夫
を
防
人
に
と
ら
れ
て
涙
し
、
ひ
た
す
ら
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
そ
れ
で
も
生
活
に
さ
さ

や
か
な
喜
び
を
見
出
し
て
生
き
て
い
く
人
間
の
本
質
的
な
姿
は
、
現
代
人
と
変
わ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
武
蔵
国
の
歌
に
は
人
間
の
哀
切
さ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
こ
と
ば
の
異

域
性
や
地
名
は
奈
良
時
代
か
ら
現
代
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
1『
新
修
世
田
谷
区
史
　
上
巻
』
一
九
六
二
年
十
月
　
世
田
谷
区
発
行

2
桜
井
満
『
万
葉
の
歌
―
人
と
風
土
―
　
13
　
関
東
南
部
』
中
西
進
企
画
　
一
九
八
六
年
一
一
月
　

保
育
社

3
河
村
秀
根
・
益
根
編
『
書
紀
集
解
』
三
　
小
島
憲
之
本
文
補
注
　
一
九
六
九
年
九
月
　
臨
川

書
店

4
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
證
』
三
　
小
島
憲
之
解
題
　
一
九
七
八
年
一
一
月
　
臨
川
書
店

5
武
蔵
国
の
項
　
江
口
桂
執
筆
『
日
本
古
代
道
路
事
典
』
古
代
交
通
研
究
会
編
　
二
〇
一
三
年

一
二
月
　
八
木
書
店

6「
武
蔵
国
」『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
十
三
巻
　
東
京
都
の
地
名
』
二
〇
〇
二
年
七
月
　
平
凡
社

7
大
場
磐
雄
「
多
摩
古
代
文
化
と
歸
化
人
」『
西
郊
文
化
』
第
六
輯
　
一
九
五
三
年
一
二
月
、

『
狛
江
市
史
』
第
二
編
　
原
始
・
古
代
　
第
五
章
　
亀
塚
古
墳
　
小
出
義
治
執
筆
　
一
九
八
五

年
三
月
　
狛
江
市
発
行
　
亀
塚
古
墳
出
土
金
銅
製
毛
彫
飾
金
具
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

8
桜
井
清
彦
・
菊
池
徹
夫
「
古
代
の
む
さ
し
」『
せ
た
が
や
の
歴
史
』
一
九
七
六
年
九
月
　
東
京

都
世
田
谷
区
発
行

9
前
掲
書
7
　『
狛
江
市
史
』　
第
二
編
　
第
七
章
　
律
令
時
代
　
十
菱
駿
武
執
筆
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10
前
掲
書
6

11
坂
本
太
郎
「
乗
瀦
駅
の
所
在
に
つ
い
て
」『
古
代
の
駅
と
道
』
坂
本
太
郎
著
作
集
八
巻
　
一
九

八
九
年
五
月
　
吉
川
弘
文
館

12『
日
本
文
学
地
名
大
辞
典
―
詩
歌
篇
（
下
巻
）』
大
岡
信
監
修
　
一
九
九
九
年
八
月
　
遊
子
館

13
武
田
祐
吉
『
增
訂
萬
葉
集
全
註
釋
十
』
一
九
五
七
年
三
月
　
角
川
書
店

14
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
　
第
七
巻
』
二
〇
一
一
年
八
月
　
笠
間
書
院

15
柴
生
田
稔
「
東
歌
及
防
人
の
歌
」『
萬
葉
集
大
成
10
作
家
研
究
篇
下
』
一
九
五
四
年
五
月
　
平

凡
社

16
西
鄕
信
綱
「
萬
葉
の
相
聞
」『
萬
葉
集
大
成
5
歷
史
社
會
篇
』
一
九
八
六
年
六
月
　
平
凡
社

17『
萬
葉
集
三
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
4
）
小
島
憲
之
　
木
下
正
俊
　
佐
竹
昭
広
校
注
・
訳
　
一

九
七
三
年
一
二
月
　
小
学
館

18『
萬
葉
集
四
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
青
木
生
子
　
井
出
至
　
伊
藤
博
　
清
水
克
彦
　
橋
本
四

郎
校
注
　
一
九
八
二
年
一
一
月
　
新
潮
社

19
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
巻
第
十
四
』
一
九
六
五
年
三
月
　
中
央
公
論
社

20
内
藤
茂
『
植
物
で
見
る
「
万
葉
の
世
界
」』
二
〇
〇
四
年
九
月
　
國
學
院
大
學
「
萬
葉
の
花
の
会
」

21
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
　
第
六
』
一
八
九
八
年
七
月
　
國
書
刊
行
會

22
前
掲
書
17

23
前
掲
書
19

24
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
　
七
』
一
九
八
二
年
一
一
月
　
筑
摩
書
房

25『
萬
葉
集
三
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
6
）
高
木
市
之
助
　
五
味
智
英
　
大
野
晋
校
注
　
一
九
六

〇
年
十
月
　
岩
波
書
店

26
前
掲
書
14

27『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
大
野
晋
　
佐
竹
昭
広
　
前
田
金
五
郎
　
一
九
九
〇
年
二
月
　
岩
波

書
店

28『
萬
葉
代
匠
記
　
六
』（
契
沖
全
集
　
第
六
巻
）
一
九
七
五
年
四
月
　
岩
波
書
店

29
水
島
義
治
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
十
四
』
一
九
八
六
年
九
月
　
有
斐
閣

30
前
掲
書
18

31
藤
原
範
兼
『
和
歌
童
蒙
抄
』『
日
本
歌
学
大
系
　
別
巻
一
』
一
九
五
九
年
六
月
　
風
間
書
房

32
前
掲
書
29

33
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
　
第
四
輯
』
一
八
九
九
年
九
月
　
東
京
修
學
堂

34
前
掲
書
21

35
井
上
通
泰
『
萬
葉
集
新
考
　
第
五
』
一
九
二
八
年
八
月
　
國
民
圖
書

36
鴻
巢
盛
廣
『
萬
葉
集
全
釋
　
第
四
冊
』
一
九
三
三
年
十
月
　
廣
文
堂
書
店

37
前
掲
書
19

38
前
掲
書
24

39
前
掲
書
19

40
前
掲
書
13

41
遠
藤
宏
「
万
葉
集
東
歌
に
お
け
る
序
詞
の
様
相
（
下
）」『
論
集
上
代
文
学
　
第
十
九
冊
』　 

一
九
九
一
年
一
二
月
　
笠
間
書
院

42
屋
名
池
誠
「
上
代
東
国
方
言
の
形
態
変
化
と
東
歌
の
筆
録
者
」『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
〇
号
　

二
〇
一
一
年
六
月

43
前
掲
書
42

44
小
泉
保
「
上
代
日
本
語
の
東
と
西
―
上
古
に
お
け
る
否
定
辞
ヌ
と
ナ
フ
の
分
布
」『
万
葉
古
代
学

―
万
葉
び
と
は
何
を
思
い
、
ど
う
生
き
た
か
』
中
西
進
他
著
　
二
〇
〇
三
年
五
月
　
大
和
書
房

45
岸
俊
男
「
防
人
考
―
東
国
と
西
国
―
」『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
一
九
六
六
年
五
月
　
塙
書
房

46
前
掲
書
45

47
迫
野
虔
徳
「
防
人
歌
と
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
」『
文
献
方
言
史
研
究
』
一
九
九
八
年
二
月
　
清

文
堂
出
版

48『
萬
葉
集
四
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
7
）
高
木
市
之
助
　
五
味
智
英
　
大
野
晋
校
注
　
一
九
六

二
年
五
月
　
岩
波
書
店

49
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
巻
第
廿
』
一
九
六
八
年
十
月
　
中
央
公
論
社

50『
萬
葉
集
四
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
4
）
佐
竹
昭
広
　
山
田
英
雄
　
工
藤
力
男
　
大
谷
雅
夫
　

山
崎
福
之
校
注
　
二
〇
〇
三
年
十
月
　
岩
波
書
店

51『
萬
葉
代
匠
記
　
七
』（
契
沖
全
集
　
第
七
巻
）
一
九
七
四
年
八
月
　
岩
波
書
店
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52
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
　
第
十
巻
』
二
〇
一
五
年
五
月
　
笠
間
書
院

53
多
田
一
臣
「「
大
君
の
命
か
し
こ
み
」
に
つ
い
て
」『
古
代
文
学
表
現
史
論
』
一
九
九
八
年
一

二
月
　
東
京
大
学
出
版
会

54
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
十
』
一
九
八
八
年
一
月
　
有
斐
閣

55
鴻
巢
盛
廣
『
萬
葉
集
全
釋
　
第
六
册
』
一
九
三
五
年
一
二
月
　
廣
文
堂
書
店

56
前
掲
書
54

57『
萬
葉
集
五
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
青
木
生
子
　
井
出
至
　
伊
藤
博
　
清
水
克
彦
　
橋
本
四

郎
校
注
　
一
九
八
四
年
九
月
　
新
潮
社

58
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
　

7
』
二
〇
一
〇
年
三
月
　
筑
摩
書
房

59
前
掲
書
57

60
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
（
四
）』
一
九
八
三
年
十
月
　
講
談
社

61
前
掲
書
54

62
有
坂
秀
世
「
奈
良
時
代
東
國
方
言
の
チ
・
ツ
に
つ
い
て
」『
國
語
音
韻
史
の
研
究
增
補
新
版
』
一

九
五
七
年
十
月
　
三
省
堂

63
前
掲
書
47

64
屋
名
池
誠
「
奈
良
時
代
東
国
方
言
の
音
韻
体
系
と
防
人
歌
の
筆
録
者
」『
古
典
語
研
究
の
焦

点
』
二
〇
一
〇
年
一
月
　
武
蔵
野
書
院

○
本
文
の
引
用
は
以
下
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
中
の
ル
ビ
は
パ
ラ
ル
ビ
と
し
た
。

ａ
『
日
本
書
紀
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
3
）
小
島
憲
之
　
直
木
孝
次
郎
　
西
宮
一
民
　
蔵

中
進
　
毛
利
正
守
校
注
・
訳
　
一
九
九
六
年
十
月
　
小
学
館

ｂ
『
諸
本
集
成
　
倭
名
類
聚
抄
［
本
文
篇
］』
一
九
六
八
年
七
月
　
臨
川
書
店

ｃ
『
日
本
霊
異
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
10
）
中
田
祝
夫
校
注
・
訳
　
一
九
九
五
年
九
月
　

小
学
館

ｄ
『
先
代
舊
事
本
紀
』
鎌
田
純
一
著
　
一
九
六
〇
年
三
月
　
吉
川
弘
文
館

ｅ
『
日
本
書
紀
③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
）
小
島
憲
之
　
直
木
孝
次
郎
　
西
宮
一
民
　
蔵

中
進
　
毛
利
正
守
校
注
・
訳
　
一
九
九
八
年
六
月
　
小
学
館

ｆ
『
続
日
本
紀
　
二
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
13
）
青
木
和
夫
　
稲
岡
耕
二
　
笹
山
晴
生
　
白
藤

禮
幸
校
注
　
一
九
九
〇
年
九
月
　
岩
波
書
店

ｇ
『
続
日
本
紀
　
三
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
14
）
青
木
和
夫
　
稲
岡
耕
二
　
笹
山
晴
生
　
白
藤

禮
幸
校
注
　
一
九
九
二
年
一
一
月
　
岩
波
書
店

ｈ
『
続
日
本
紀
　
五
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
16
）
青
木
和
夫
　
稲
岡
耕
二
　
笹
山
晴
生
　
白
藤

禮
幸
校
注
　
一
九
九
八
年
二
月
　
岩
波
書
店

ｉ
「
法
隆
寺
献
物
帳
」『
寧
樂
遺
文
　
中
巻
』
竹
内
理
三
編
　
一
九
六
二
年
十
月
　
東
京
堂
出
版

ｊ
『
続
日
本
紀
　
四
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
15
）
青
木
和
夫
　
稲
岡
耕
二
　
笹
山
晴
生
　
白
藤

禮
幸
校
注
　
一
九
九
五
年
六
月
　
岩
波
書
店

ｋ
『
新
編
武
藏
風
土
記
稿
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ｌ
『
延
喜
式
　
中
』
虎
尾
俊
哉
編
　
二
〇
〇
七
年
六
月
　
集
英
社

ｍ
「
新
抄
格
勅
符
抄
」『
新
訂
増
補
國
史
大
系
　
第
二
十
七
巻
』
黑
板
勝
美
編
輯
　
一
九
三
三
年

五
月
　
吉
川
弘
文
館

ｎ
『
日
本
後
紀
』（
國
史
大
系
）　
黑
板
勝
美
編
輯
　
一
九
八
九
年
十
月
　
吉
川
弘
文
館

ｏ
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
之
八
　
山
草
部
　
草
之
一
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

ｐ
『
和
漢
三
才
圖
會
』［
下
］　
寺
島
良
安
編
　
一
九
七
〇
年
三
月
　
東
京
美
術

ｑ
『
医
心
方
　
巻
1
Ａ
医
学
概
論
篇
』
丹
波
康
頼
撰
　
槇
佐
知
子
著
　
二
〇
一
一
年
一
一
月
　

筑
摩
書
房

ｒ
『
延
喜
式
　
下
』
虎
尾
俊
哉
編
著
　
二
〇
一
七
年
一
二
月
　
集
英
社

ｓ
天
平
十
年
「
周
防
國
正
稅
帳
」「
筑
後
國
正
稅
帳
」「
駿
河
國
正
稅
帳
」『
寧
樂
遺
文
　
上
巻
』 

竹
内
理
三
編
　
一
九
六
二
年
九
月
　
東
京
堂
出
版

ｔ
『
律
令
』（
日
本
思
想
大
系
3
）
井
上
光
貞
　
関
晃
　
土
田
直
鎮
　
青
木
和
夫
校
注
　
一
九
七
六

年
一
二
月
　
岩
波
書
店

＊『
萬
葉
集
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
7
）
小
島
憲
之
　
木
下
正
俊
　
東
野
治
之
校
注
・
訳
　

一
九
九
五
年
四
月
　
小
学
館

＊『
萬
葉
集
③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
8
）
小
島
憲
之
　
木
下
正
俊
　
東
野
治
之
校
注
・
訳
　

一
九
九
五
年
一
二
月
　
小
学
館
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＊『
萬
葉
集
④
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
9
）
小
島
憲
之
　
木
下
正
俊
　
東
野
治
之
校
注
・
訳
　

一
九
九
六
年
八
月
　
小
学
館

○
地
図
・
写
真
に
つ
い
て

◦
1
頁
の
地
図
は
、
佐
々
木
恵
介
「
関
東
古
代
国
郡
図
」（
財
団
法
人
角
川
文
化
振
興
財
団
編
『
古
代

地
名
大
辞
典
　
索
引
・
資
料
編
』
一
九
九
九
年
、
角
川
書
店
　
所
収
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、「
武
蔵
国

諸
郡
」（
東
京
都
世
田
谷
区
編
『
新
修
世
田
谷
区
史
　
上
巻
』
一
九
六
二
年
、
世
田
谷
区
　
所
収
）、
江

口
桂
「
武
蔵
国
」（
古
代
交
通
研
究
会
編
『
日
本
古
代
道
路
事
典
』
二
〇
〇
四
年
、
八
木
書
店
　
所
収
）

な
ど
を
参
考
に
作
成
し
た
。

◦
武
蔵
国
略
図
は
『
國
史
大
辭
典
　
第
13
巻
』
一
九
九
二
年
四
月
発
行
　
598
頁
か
ら
、
吉
川
弘

文
館
の
許
諾
を
得
て
掲
載
し
た
。

◦
鹿
卜
写
真
は
武
蔵
御
嶽
神
社
の
ご
提
供
を
う
け
、
太
占
斎
場
（
二
〇
一
八
年
二
月
撮
影
）・
太
占

祭
結
果
は
許
諾
を
得
て
掲
載
し
た
。

◦
鹿
卜
写
真
以
外
は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
た
。

◦
高
麗
若
光
の
墓
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
撮
影
）
は
聖
天
院
の
許
諾
を
得
て
掲
載
し
た
。

◦
多
摩
川
歌
碑
（
二
〇
〇
三
年
九
月
撮
影
）・
拓
本
（
一
九
八
四
年
一
一
月
）
は
伊
豆
美
神
社
の
許
諾

を
得
て
掲
載
し
た
。

※
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
北
川
和
秀
氏
・
屋
名
池
誠
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
る
。

�

（
か
ら
す
だ
に
　
と
も
こ
　
　
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
・
近
代
文
化
研
究
所
所
長
）

［
正
　
　
誤
］

本
稿
「
東
歌
・
防
人
歌
に
み
る
武
蔵
」
13
頁
　
上
段
　
12
・
13
行
目
の
記
載
の
一
部
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
行
目
　（
誤
）
男
鹿
の
左
肩
甲
骨
→
（
正
）
雄
鹿
の
右
肩
甲
骨

12
・
13
行
目
　（
誤
）
忌
火
で
焼
い
た
錐
で
突
き
通
す
鑽
焼
に
よ
る
ひ
び
割
れ
→
（
正
）
忌
み
火

で
妬
い
た
時
に
出
来
る
ひ
び
割
れ

雄
鹿
の
右
肩
甲
骨
を
忌
み
火
で
妬
い
た
時
に
出
来
る
ひ
び
割
れ
の
如
何
に
よ
っ
て
、
農
作
物
の

吉
凶
を
占
う
こ
と
を
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
十
日
に
武
蔵
御
嶽
神
社
の
天
野
様
よ
り
御
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。


